
昭
和
二
二
年
の
民
法

れ
、
私
権
の
公
共
性
乃

わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

改
正
に
よ
っ
て
第
一
条
三
項
「
権
利
ノ
濫
用
ハ
之
ヲ
許
サ
ズ
」
と
い
う
所
謂
権
利
濫
用
禁
止
の
原
則
が
成
文
化
さ

に
、
今
や
わ
が
民
法
の
指
導
原
則
は

至
社
会
性
を
宣
言
す
る
同
条
第
一
項
、
信
義
則
を
規
定
す
る
同
第
二
項
と
共

．
 

ヽ

目

は

じ

め

じ

次

語

に

1

、

は

め

に

二
、
わ
が
国
に
於
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
成
立

三
、
わ
が
国
権
利
濫
用
理
論
の
発
展

四
、
結

松

わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質

に
つ
い
て
の
一
考
察

本

ー
学
説
史
に
あ
ら
わ
れ
た

「
公
共
の
福
祉
」
理
念
と
の
結
合
の
過
程
を
通
し
て
ー
ー
＇

七
七

暉

男
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一
九
世
紀
的
民
法
原
理
は
、
観
念
的
に
自
由
•
平
等
な
意
思
主
体
と
し
て
の
法
人
格
を
前
提
と
し
、
こ
の
法
人
格
の
尊
重
の
た
め
に
私

権
の
絶
対
不
可
侵
性
と
契
約
自
由
の
原
則
は
当
然
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
け
だ
し
、
プ
ル
ジ
ご
r
革
命
に
よ
っ
て
樹
立
さ
れ
た
近

代
市
民
法
に
お
い
て
は
、
冦
有
財
産
制
と
一
夫
一
婦
制
を
基
軸
と
す
る
近
代
資
本
主
義
的
生
活
関
係
に
す
べ
て
の
人
格
を
く
み
入
れ
ね
ば

な
ら
ず
、
従
っ
て
そ
こ
で
は
個
人
の
権
利
1
1
義
務
を
基
調
と
す
る
個
人
主
義
的
法
律
原
理
が
支
配
し
、
抽
象
的
な
権
利
主
体
と
し
て
の
人

格
が
法
秩
序
の
基
礎
単
位
と
し
て
措
定
さ
れ
る
と
共
に
、
そ
の
よ
う
な
人
格
の
尊
重
の
た
め
に
何
よ
り
も
先
ず
私
権
行
使
の
絶
対
的
自
由

が
保
護
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
人
は
す
べ
て
、
自
己
の
自
由
な
意
思
に
基
い
て
法
律
行
為
を
な
し
う
る
ー
—
'
特
に
所
有

、
、
、
、
、
、
、
、

権
の
行
使
と
契
約
締
結
の
自
由
ー
の
で
あ
り
、
そ
の
自
由
な
る
意
思
が
、
法
の
前
に
平
等
だ
と
い
う
抽
象
的
形
式
的
な
人
格
の
そ
れ
で

あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
人
は
た
だ
、
自
己
の
故
意
・
過
失
に
よ
っ
て
他
人
の
権
利
を
害
す
る
の
で
な
け
れ
ば
責
任
を
問
わ
れ

る
こ
と
も
あ
り
え
な
い
。
こ
の
ま
う
な
民
法
に
於
け
る
個
人
主
義
の
原
理
、
特
に
私
権
行
使
の
絶
対
的
自
由
の
確
立
は
、
成
文
法
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
近
代
資
本
主
義
諸
国
に
於
い
て
自
明
の
要
請
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
わ
が
明
治
民
法
に
於
い
て
も
「
私
権
ノ
享
有
＾

出
生
二
始
マ
ル
」
（
碩

9--）
と
し
て
万
人
が
法
の
前
に
平
等
の
権
利
能
力
を
有
す
る
と
な
し
ー
ま
だ
人
格
平
等
の
原
則
の
確
立
に
は
到

ら
な
か
っ
た
（
邁
戸
評
正
ぎ
竺
）
が
ー
、
所
有
権
の
不
可
侵
性
全
知
）
、
契
約
自
由
の
原
則
（
芦
仁
だ
知
）
、
自
己
責
任
の
原
則
（
此
知
）

等
が
す
で
に
実
現
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
。

資
本
主
義
の
発
展
に
よ
る
社
会
的
経
済
的
諸
条
件
の
推
移
は
、
こ
う
し
た
一
九
世
紀
的
個
人
主
義
的
法
律
原
理
に
修
正
を
加
え
ざ
る
を

え
な
い
社
会
的
経
済
的
諸
関
係
を
必
然
な
ら
し
め
、
特
に
基
本
的
階
級
対
立
の
激
化
ー
わ
け
て
も
個
人
の
経
済
的
自
由
の
放
任
か
ら
く

る
富
の
偏
在
の
た
め
の
貧
富
の
差
の
拡
大
ー
~
を
回
避
す
る
た
め
に
は
市
民
法
原
理
の
修
正
の
諸
技
術
の
創
出
だ
け
で
は
十
分
で
な
く
、

二
0
世
紀
的
な
社
会
国
家
の
法
律
原
理
に
立
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

七
八
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わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

こ
う
し
た
二

0
世
紀
的
法
律
原
理
の
集
中
的
表
現
は
「
公
共
の
福
祉
」

る
こ
と
は
む
ろ
ん
で
あ
る
。

①
 

こ
こ
に
社
会
法
と
し
て
総
括
さ
れ
る
諸
立
法
の
形
成
を
さ
え
促
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
市
民
法
原
理
の
修
正
と
社
会
法
の
形
成

ま、‘
 

と

七
九

か
く
て
資
本
主
義
的
所
有
の
制
覇
と
独
占
の
段
階
に
於
け
る
資
本
主
義
的
人
間
関
係
の
機
構
的
保
全
の
た
め
の
法
規
制
と
し
て
、

本
質
的
に
は
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
が
、
社
会
法
の
形
成
が
市
民
法
的
規
制
を
疎
外
し
て
現
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
に
対

し
、
市
民
法
原
理
の
修
正
は
「
菰
法
の
社
会
化
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
法
技
術
的
に
は
社
会
法
化
へ
の
傾
斜
を
示
し
つ
つ
市
民
法
的
規

制
の
延
長
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
対
比
は
社
会
法
の
生
成
と
市
民
法
の
解
体
過
程
に
つ
い
て
の
歴
史
的
実
証
的

研
究
に
よ
っ
て
追
究
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
別
の
機
会
に
ゆ
ず
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
、
二

0
世
紀
の
資
本
主
義
民
法
の
指
導
理

R
 

念
が
、
社
会
国
家
の
憲
法
精
神
を
反
映
し
て
、
所
謂
社
会
本
位
の
権
利
保
護
と
い
わ
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
れ
ば
十
分
で
あ
ろ
う
。

紀
の
個
人
主
義
的
法
律
原
理
が
個
人
の
形
式
的
自
由
。
平
等
の
保
護
で
あ
っ
た
に
対
し
、
今
や
権
利
の
社
会
性
、
公
共
性
の
承
認
は
当
然

自
明
の
こ
と
と
さ
れ
、
人
の
実
質
的
自
由
•
平
等
を
志
向
し
て
社
会
的
経
済
的
弱
者
の
法
的
保
護
を
考
慮
し
、
か
く
し
て
福
祉
国
家
を
実

現
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
と
い
わ
れ
る
．
の
で
あ
る
。
こ
の
も
の
は
資
本
主
義
社
会
の
二

0
世
紀
に
於
け
る
発
展
段
階
に
照
応
す
る
財
産
関

係
、
身
分
関
係
を
基
礎
と
す
る
資
本
主
義
の
支
配
体
制
で
あ
っ
て
、
社
会
主
義
国
家
と
峻
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
い
う
を
侯
た
な
い
。

従
つ
て
叉
、
二

0
世
紀
の
民
法
の
法
律
原
理
が
社
会
本
位
で
あ
り
、
権
利
の
社
会
性
を
承
認
し
実
質
的
自
由
平
等
を
考
慮
す
る
と
い
つ
て

も
、
危
機
段
階
生
産
労
働
大
衆
の
創
出
、
階
級
対
立
の
激
化
等
ー
ー
，
に
お
け
る
生
活
関
係
の
資
本
主
義
的
調
整
と
い
う
限
界
の
存
す

引
の
安
全
の
保
護
・
権
利
濫
用
の
禁
止
。
無
過
失
責
任
主
義
等
々
の
諸
原
則
は
、
私
権
行
使
の
絶
対
的
自
由
よ
り
は
権
利
の
社
会
性
を
承

R
 

認
す
る
も
の
で
あ
る
故
に
、
公
共
の
福
祉
の
優
位
を
み
と
め
る
限
り
そ
の
立
法
根
拠
は
自
明
の
こ
と
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
公
共
の
福
祉

(
P
u
b
l
i
c
 
W
e
l
f
a
r
e
)

と
い
う
指
導
理
念
で
あ
る
と
さ
れ
、
取

一
九
世
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「
各
人
に
対
し
て
人
た
る
に
値
す
る
生
活
を
保
障
す
る
」
と
し
た
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
か
「
所
有
権
は
義
務
づ
け
る
」
と
の
宣
言

を
も
た
ら
し
て
以
来
、
各
国
市
民
法
典
の
指
導
理
念
と
し
て
世
界
史
的
に
承
認
さ
れ
、
信
義
則
に
関
す
る
ス
イ
ス
民
法
第
二
条
、
契
約
の

解
釈
に
つ
い
て
の
独
民
法
第
一
五
七
条
、
権
利
濫
用
禁
止
に
つ
き
ス
イ
ス
民
法
第
二
条
・
独
民
第
二
二
六
条
等
が
私
権
の
公
共
性
の
承
認

の
立
法
例
と
し
て
援
用
さ
れ
る
こ
と
周
知
の
如
く
、
わ
が
民
法
第
一
条
一
項
「
私
権
＾
公
共
ノ
福
祉
二
遵
フ
」
も
第
一
条
の
精
神
を
代
表

④
 

す
る
も
の
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
公
共
の
福
祉
」
理
念
の
登
湯
以
前
か
ら
理
論
的
・
法
技
術
的
構
成
を
与
え
ら
れ
且
つ
発
展
せ
し
め
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば

権
利
濫
用
禁
止
の
原
則
は
沿
革
的
に
は
ロ
ー
マ
法
に
迄
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、

な
社
会
国
家
の
民
法
原
理
に
転
回
し
た
と
き
、

つ
ま
り
公
共
の
福
祉
理
念
が
世
界
史
的
承
認
を
う
け
る
に
い
た
つ
て
、
こ
れ
ら
諸
原
則
は

私
権
の
社
会
性
・
公
共
性
を
是
認
す
る
も
の
と
し
て
—
ー
公
共
の
福
祉
理
念
に
一
致
す
る
も
の
と
し
て
ー
|
'
確
認
さ
れ
或
い
は
成
文
化
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
歴
史
的
事
実
と
し
て
指
摘
し
て
い
い
の
で
あ
る
。
で
は
果
し
て
権
利
濫
用
禁
止
の
原
則
等
が
、
実
際

に
二

0
世
紀
資
本
主
義
民
法
の
解
釈
原
理
と
し
て
、
公
共
の
福
祉
の
実
現
と
い
う
社
会
的
機
能
を
営
ん
で
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
現
実

に
そ
う
い
う
機
能
を
営
ん
で
い
な
い
と
し
た
ら
、
公
共
の
福
祉
と
権
利
濫
用
禁
止
・
信
義
誠
実
義
務
等
と
は
同
一
の
法
的
価
値
を
志
向
す

る
も
の
と
い
え
な
い
し
、
わ
が
民
法
第
一
条
の
規
定
の
仕
方
は
批
判
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
問
題
を
歴
史
的
に
検
討
す
る

に
は
、
公
共
の
福
祉
の
実
体
が
一
体
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
と
い
う
検
討
と
、
権
利
濫
用
禁
止
等
の
原
則
が
そ
う
い
う
公
的
且
つ
超
私

益
的
価
値
に
結
合
し
て
理
解
さ
れ
る
可
能
性
が
、

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
権
利
濫
用
禁
止
の
原
則
を
は
じ
め
、

理
念
は
、

公
序
良
俗
・
信
義
誠
実
・
無
過
失
責
任
等
の
理
論
は
学
説
・
判
例
の
努
力
に
よ
っ
て

い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
さ
れ
て
き
た
か
を
考
慮
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

一
九
世
紀
的
市
民
法
原
理
が
二

0
世
紀
的

八

0
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わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

八

本
稿
は
、
二

0
世
紀
の
社
会
本
位
の
民
法
原
理
の
集
中
的
表
現
と
し
て
公
共
の
福
祉
理
念
が
是
認
さ
れ
て
い
る
場
合
、
こ
の
も
の
は
私

権
の
公
共
性
・
社
会
性
。
或
い
は
少
く
と
も
権
利
の
絶
対
的
私
的
性
質
へ
の
批
判
的
修
正
に
立
つ
法
理
念
、
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
こ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
、
そ
う
だ
と
す
れ
ば
権
利
濫
用
理
論
が
わ
が
学
説
史
の
展
開
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
法
理
念
と
ど
の
よ
う
に
結
合
せ
し
め
ら
れ
て
き

た
か
を
考
察
す
る
。
権
利
濫
用
理
論
が
、
本
来
、

ど
う
い
う
目
的
で
提
唱
さ
れ
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
事
情
の
下
に
「
公
共
の
福
祉
」
理

念
の
主
張
と
提
携
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
か
1

こ
の
問
題
は
市
民
法
的
原
理
の
社
会
本
位
の
原
理
へ
の
転
回
の
プ
ロ
セ
ス
に
関
す

る
問
題
で
あ
り
、
各
国
の
実
情
に
よ
っ
て
特
殊

ll具
体
的
に
あ
ら
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
権
利
濫
用
理
論
が
私
権
行
使
の
絶
対
的
自

由
の
修
正
の
立
場
に
あ
る
＇
~
私
権
の
社
会
性
・
公
共
性
の
是
認
に
立
つ
·
~
か
ら
、
公
共
の
福
祉
の
理
念
と
当
然
の
如
く
に
提
携
し
ぅ

る
と
解
す
る
の
が
今
日
の
通
説
で
あ
る
が
、
本
来
、
権
利
濫
用
論
は
権
利
主
体
で
あ
る
人
間
の
社
会
生
活
の
法
的
統
制
の
要
具
と
し
て
提

む
ろ
ん
、
権
利
濫
用
禁
止
の
原
則
が
、
実
際
に
ど
う
い
う
社
会
的
機
能
を
果
し
、
公
共
の
福
祉
と
い
う
法
的
価
値
を
実
現
す
る
も
の
と

い
え
る
の
が
ど
う
か
の
事
実
問
題
は
、
学
説
史
的
考
察
に
限
つ
て
し
ま
う
と
き
は
単
な
る
思
想
史
の
上
で
の
認
定
に
終
つ
て
し
ま
う
で
あ

ろ
う
。
後
日
、
判
例
法
の
中
か
ら
も
解
明
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
ぬ
所
以
で
あ
る
。
本
稿
は
、
民
法
第
一
条
三
項
の
解
釈
学
の
背
兼
に
、
明

治
民
法
下
の
権
利
濫
用
学
説
史
の
蓄
積
が
あ
り
、
そ
れ
が
判
例
に
与
え
た
影
響
の
少
く
な
い
の
に
か
か
わ
ら
ず
現
在
ま
で
詳
細
な
研
究
が

な
い
の
に
か
ん
が
み
て
、
専
ら
学
説
史
の
研
究
と
紹
介
に
終
始
し
た
の
で
あ
る
。

起
さ
れ
て
き
た
も
の
に
す
ぎ
ず
、
い
は
ば
私
権
の
社
会
的
被
制
約
性
ー
つ
ま
り
私
権
相
互
間
の
衝
突
や
矛
盾
の
調
整
だ
け
を
目
的
に
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
公
的
且
つ
超
私
益
的
な
「
公
共
の
福
祉
」
の
実
現
に
当
然
に
結
び
つ
く
と
す
る
右
の
通
説
の
立
湯
は
、
特
殊

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

1
1

歴
史
的
な
発
想
＇
~
独
占
資
本
主
義
の
段
階
に
於
け
る
ー
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
発
想
が
い
つ
頃
か
ら
、
ど
う
い
う
状
況
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

下
に
形
成
さ
れ
て
き
た
か
を
吟
味
せ
ず
に
こ
れ
に
従
う
の
は
正
し
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
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、

Ulpien,
N
e
m
i
n
e
m
 
laedit, 

す
で
に
ロ
ー
マ
法
諺
は
「
自
己
の
権
利
を
行
使
す
る
者
は
、
何
人
に
対
し
て
も
不
法
を
行
う
者
で
な
し
」

(
n
e
m
o
d
a
m
n
u
m
 facit, 
qui 

彗
臣
ぽ
）
と
し
つ
つ
も
「
時
と
し
て
許
さ
れ
た
こ
と
に
し
て
誠
実
な
ら
ざ
る
こ
と
な
り
」
（
匹
咋
罪
戸
起
130i

↑t
.
)

「
法
の
極
致
は
悪
の
極

R
 

致
」
(
[
巨
罪
咋
戸
罪
．
）
と
い
つ
て
お
り
、
権
利
濫
用
理
論
の
萌
芽
を
こ
こ
に
求
め
る
学
者
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
権
利
濫
用
理
論
が

二、

わ
が
国
に
於
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
成
立

註
①
市
民
法
の
自
由
•
平
等
と
い
う
個
人
主
義
的
法
律
原
理
の
修
正
は
、
特
別
法
の
制
定
・
法
律
概
念
の
拡
張
・
学
説
や
判
例
に
よ
る
新
指
導
原
理
の
創

出
等
の
手
段
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
借
地
・
借
家
関
係
、
雇
傭
関
係
、
企
業
災
害
関
係
な
ど
各
種
の
法
律
関
係
に
み
ら
れ
た
が
、
公

権
力
に
よ
る
社
会
的
又
は
経
済
的
の
弱
者
の
保
護
と
い
う
点
で
共
通
し
、
市
民
法
的
原
理
の
修
正
と
い
つ
て
よ
く
、
そ
の
根
底
に
、
後
述
の
よ
う
に
私

権
の
社
会
性
・
公
共
性
の
承
認
と
い
う
態
度
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
資
本
主
謡
の
基
本
的
階
級
対
立
は
、
更
に
労
働
法
・
経
済
統
制

法
・
社
会
保
障
法
な
ど
の
社
会
法
の
法
域
を
実
現
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
好
個
の
文
献
と
し
て
、
宮
川
澄
「
市
民
法
の
解
体
と
社
会
法

の
生
成
」
（
立
教
経
済
学
研
究
第
一
―
巻
第
一
号
・
ニ
号
）
が
あ
る
。

R

③

二

0
世
紀
法
律
原
理
を
社
会
本
位
の
精
神
に
よ
る
と
解
し
、
取
引
の
安
全
保
護
そ
の
他
の
原
則
が
「
公
共
の
福
祉
」
実
現
の
た
め
の
も
の
、
或
い

は
こ
れ
と
一
致
す
る
べ
き
も
の
と
い
う
理
解
は
通
説
の
支
持
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
民
法
第
一
条
に
対
す
る
わ
が
学
説
の
共
通
の
態
度
と
い
つ
て
よ

い
。
我
妻
「
民
法
総
則
」
二
九
ー
三

0
頁
、
末
川
「
権
用
濫
用
概
論
」
（
比
較
法
研
究
第
三
号
）
〔
3
〕
、
谷
口
「
権
利
濫
用
と
信
義
誠
実
の
原
則
」
（
法

学
セ
ミ
ナ
ー
第
一
号
一
四
—
五
頁
）
、
穂
積
「
民
法
五0
年
」
（
法
律
時
報
二
0
巻
一
号
一
六
頁
）
。
川
島
「
民
法
」
日
四
七
頁
以
下
も
、
「
こ
れ
ら
の
思

想
」

(11権
利
自
由
の
原
則
へ
の
批
判
）
を
反
映
す
る
も
の
と
し
て
、
民
法
第
一
条
一
！
三
項
の
規
定
を
あ
げ
て
い
る
。

④
た
と
え
ば
、
我
妻
前
掲
二
九
頁
は
「
第
一
項
は
原
理
を
宜
明
し
、
第
二
項
と
第
三
項
は
そ
の
適
用
を
示
す
も
の
と
い
つ
て
よ
い
」
と
い
い
、
末
川

「
民
法
の
改
正
を
つ
ら
ぬ
く
二
つ
の
理
念
」
「
季
刊
法
律
学
第
四
号
」
及
び
前
出
「
権
利
濫
用
概
論
」
、
谷
口
前
出
論
文
等
も
全
趣
旨
と
解
さ
れ
る
。
末

川
「
権
利
濫
用
の
研
究
」
三

0
頁
以
下
は
、
一
条
第
一
項
が
私
権
一
般
の
内
在
的
性
格
に
関
し
、
二
、
三
項
は
、
個
別
的
具
体
的
な
次
元
に
関
す
る
も

の
、
つ
ま
り
各
面
か
ら
第
一
項
．
の
精
神
に
ふ
れ
た
も
の
だ
、
と
す
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

八
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わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

近
代
民
法
解
釈
学
の
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
得
る
の
は
、

八

権
利
の
体
系
と
し
て
の
近
代
市
民
法
が
成
文
の
法
規
0
~
e
c
h
t
s
g
e
s
e
t
z
)
の
形
態

で
1

権
利
を
抽
象
的
法
人
格
者
た
る
個
人
の
徹
底
的
に
近
代
的
な
自
由
意
思
の
表
現
と
し
て
ー
ー
樹
而
立
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て

わ
が
国
の
権
利
濫
用
理
論
に
関
係
の
あ
る
も
の
を
他
に
求
め
る
と
し
て
も
、
近
代
市
民
法
典
成
立
以
後
に
提
唱
さ
れ
た
も
の
に
限
ら
れ
、

⑥
 

例
え
ば
絶
対
主
義
時
代
の
フ
ラ
ン
ス
判
例
に
み
ら
れ
る
濫
用
理
論
な
ど
は
こ
こ
で
は
一
応
無
視
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

わ
が
国
の
権
利
濫
用
理
論
は
す
で
に
民
法
施
行
直
後
に
学
者
が
と
り
あ
げ
、
判
例
も
身
分
権
に
つ
い
て
明
治
三
四
年
に
権
利
濫
用
理
論

を
適
用
し
て
い
る
（
琴
霜
呻
琴
ご
声
頁
二
0
‘
)
。
大
陸
法
系
諸
国
で
は
、
権
利
濫
用
に
関
す
る
判
例
は
何
よ
り
も
先
ず
財
産
権
（
輝
正

g

⑦
 

に
つ
い
て
現
わ
れ
且
つ
殆
ん
ど
す
べ
て
が
財
産
権
に
関
し
．
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
．
わ
が
国
の
判
例
で
は
財
産
権
に
関
す
る
も
の
が
身
分

R
 

権
の
そ
れ
よ
り
十
年
も
お
く
れ
、
し
か
も
学
説
上
は
当
初
の
内
は
財
産
権
の
濫
用
の
み
を
ー
大
陸
諸
国
と
同
様
に
ー
論
じ
て
い
た
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
と
か
ら
、
わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
成
立
は
、
近
代
諸
国
が
そ
の
市
民
法
秩
序
の
内
か
ら
権
利
1

特
に
所

有
権
ー
ー
の
絶
対
性
の
修
正
の
た
め
に
う
み
出
し
た
の
と
全
く
事
情
が
異
な
る
こ
と
、
身
分
権
に
つ
い
て
は
無
論
、
財
産
権
に
つ
い
て
も

ー
そ
の
半
封
建
的
な
社
会
制
度
と
法
意
識
と
の
た
め
に
1

私
権
行
使
の
自
由
へ
の
コ
ソ
ト
ロ
ー
ル
と
し
て
自
覚
的
に
権
利
濫
用
理
論

が
登
湯
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
は
全
く
存
在
し
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
、
を
知
る
の
で
あ
る
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
外
国
の
民
事
法
制

を
そ
の
ま
ま
直
移
入
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
た
め
に
、
権
利
濫
用
論
も
既
定
の
ド
グ
マ
と
し
て
当
然
の
如
く
に
形
式
的
に
採
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
封
建
的
な
身
分
的
支
配
権
の
濫
用
が
法
技
術
的
構
成
を
先
ず
与
え
ら
れ
る
と
い
う
矛
盾
し
た
現
象
を

生
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
資
本
主
義
的
社
会
構
成
は
未
確
立
で
近
代
市
民
的
生
活
関
係
（
呻
転
痒
郎
畔
私
）
は
実
在
せ
ず

1
そ
の
後
も
半
封

建
的
支
配
体
制
の
中
で
の
み
成
長
す
る
＇
—
ー
、
従
っ
て
こ
の
時
期
に
移
入
さ
れ
現
代
ま
で
継
承
さ
れ
来
っ
た
特
殊
1
1

日
本
的
権
利
濫
用
論

ほ
、
法
技
術
的
（
悶
）
に
も
法
理
論
的
（
豆
疇
）
に
も
、
所
謂
二

0
世
紀
的
法
律
文
化
の
一
表
現
で
あ
る
現
民
法
第
一
条
の
解
釈
原
理
と
し
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て
そ
の
ま
ま
活
用
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
ー
i
ー
む
し
ろ
半
封
建
的
支
配
体
制
乃
至
フ
ァ
ッ
ツ
ズ
ム
に
奉
仕
す
る
可
能
性
を
も
つ
て
い
な
い
か

こ
の
危
惧
に
つ
き
、
す
で
に
川
島
前
掲
一
。

、
書
四
八
ー
九
頁
に
指
摘
さ
れ
て
い
る

ー
と
危
ぶ
ま
れ
る
の
で
あ
る

但
し
、
親
権
濫

明
治
民
法
に
は
権
利
濫
用
の
規
定
は
む
ろ
ん
存
在
せ
ず
、
公
共
の
福
祉
・
信
義
誠
実
の
原
則
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
百
用
の
規
定
と
公

序
良
俗
の
原
)
‘
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
つ
て
私
権
の
市
民
的
自
由
性
が
全
面
的
に
容
認
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
べ
て
国
民
の
権
利

則
は
あ
り

は
「
法
律
ノ
範
囲
内
デ
」
（
項
輝
第
）
享
有
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
し
、
こ
の
こ
と
は
明
治
絶
対
主
義
下
の
臣
民
の
地
位
に
照
応
し
て

、
ミ
（
明
憲
第
二
七
条
「
日
本
臣
民
」
は
「
公
益
」
1
1
天
皇
制
支
配
）
、
す
で
に
こ
れ
だ
け
で
も
フ
ラ
ソ
ス
民
法
典
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
私
権

し

t
ヵ
tー
権
力
の
利
益
に
反
し
な
い
範
囲
で
の
み
所
有
権
を
有
し
た

自
由
の
理
念
と
遠
く
距
つ
て
い
た
。
理
由
書
に
も
権
利
濫
用
等
の
規
定
は
な
い
。
し
か
し
学
者
は
、
権
利
丘

m)を
「
法
律
に
よ
り
他
人
に

自
己
の
行
為
を
正
当
と
認
め
し
む
る
こ
と
を
得
る
力
」
（
竺
噌
霜
」
）
、
「
一
個
人
が
一
個
人
と
の
関
係
に
於
て
有
す
る
利
益
に
し
て

法
律
の
保
護
に
よ
り
之
を
主
張
す
る
こ
と
を
得
べ
き
も
の
」
（
呻
炉
玉
鰈
項
嘩
頁
理
）
と
規
定
し
、
「
所
有
権
と
は
法
律
又
は
他
人
の
権
利

ァ
L
＂
う
の
が
第
二

0
六
条
の
解
釈
と
し
て

梅

「

要

義

」

巻

之

ヽ

に
抵
触
せ
ざ
る
範
囲
内
に
於
て
最
も
自
由
に
物
を
処
置
す
る
権
利
を
謂
う
」
ご

・
1
0

二
頁

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

有
力
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え
ば
、
一
般
に
少
く
と
も
私
権
行
使
は
法
律
の
認
め
る
佃

l

囲
内
で
は
個
人
の
自
由
で
あ
る
が
、
他
人
の
私
権
を

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

害
す
る
よ
う
な
事
は
許
さ
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

れ
は
、
ま
だ
判
例
に
よ
っ
て
も
学
説
に
よ
っ
て
も
権
利
濫
用
の
法
技
術
的
。
法
理
論
的
楷
成
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
に
せ
よ
、

学
説
に
よ
っ
て
適
法
な
権
利
の
行
使
に
も
社
会
的
制
約
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、

「
従
っ
て
『
他
人
よ
り
一
定
の
分
界
を
侵
さ
れ
る
こ
と
な
き
保
障
を
有
す
る
状
態
』
た
る
権
利
は
、
凡
て
の
人
格
相
互
の
関
係
を
一
面
か

ら
表
現
し
た
だ
け
で
あ
り
」
…
…
「
絶
対
権
は
単
独
に
存
在
す
る
湯
合
だ
け
で
な
く
相
対
権
に
も
附
随
し
て
発
生
す
る
…
…
『
何
人
よ
り

R

（

富

井

も
其
相
対
権
を
侵
害
さ
れ
ざ
る
絶
対
権
あ
る
も
の
な
り
』
…
…
」
と
明
治
三
六
年
に
す
で
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る

わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

「
権
利
と
義
務
は
表
裏
し
合
い
」

そ
こ
で
は
所
有
権
は
決
し
て
独
立
無
制
限
の
も
の
で
は
な
い
。
そ

八
四
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わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

「
民
法
原
論
」
第
一
巻
（
上
）
三
)
°
け
だ
し
、

六
ー
八
•
一
0
九
ー
―
1
0
頁

と
い
う
特
殊
1
1
近
代
的
法
理
も
十
分
納
得
の
い
く
も
の
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
権
利
の
社
会
的
被
制
約
性
の
承
認
だ
け
で
な
く

民
法
施
行
直
後
に
「
権
利
濫
用
論
」
を
説
い
た
学
者
も
あ
る
。
岡
松
•
前
掲
「
註
釈
民
法
理
由
」
（
虹
戸
叩
年
）
は
民
法
第
九

0
条
の
説
明
の

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
‘
‘
、
、
、
、
、
、
、
、

際
に
「
善
良
の
風
俗
に
反
す
と
は
道
徳
に
反
す
る
こ
と
の
み
に
非
ず
、
誠
実
な
人
の
為
さ
ざ
る
行
為
を
含
む
」
と
し
て
将
来
の
離
婚
の
約

、
、
、
、
、

束
を
引
例
し
て
い
る
。
こ
の
引
例
の
適
否
は
別
と
し
て
、
傍
点
部
分
の
説
明
の
仕
方
は
現
代
の
公
序
良
俗
規
定
か
ら
す
で
に
は
み
出
し
て

い
る
も
の
、

1

つ
ま
り
必
ず
し
も
反
道
徳
な
こ
と
に
限
ら
ず
客
観
的
に
人
の
信
義
に
反
く
よ
う
な
も
の
、
を
法
律
行
為
の
無
効
原
因
と
し
て

設
定
し
て
お
り
（
ド
竺
い
）
、
信
義
則
乃
至
権
利
濫
用
禁
止
の
法
思
想
を
示
唆
す
る
も
の
と
も
思
わ
れ
る
。
彼
は
所
有
権
の
定
義
に
際
し
、

イ
ニ
ー
リ
ソ
グ
の
説
を
引
用
し
て
「
私
権
、
殊
に
所
有
権
は
人
類
の
共
同
生
活
の
影
響
を
受
け
、
公
益
の
た
め
法
律
上
其
の
制
限
を
受
け

る
こ
と
は
当
然
の
こ
と
な
り
…
…
」
と
し
た
（
い
立
む
）
だ
け
で
な
く
、
第
二

0
七
条
が
ロ
ー
マ
法
以
来
の
土
地
所
有
権
の
範
囲
に
関
す
る

原
則
を
規
定
し
て
い
る
が
そ
こ
に
二
つ
の
制
限
の
存
す
る
こ
と
、
一
は
法
令
上
の
制
限
（
鯰
廷
四
饂
謬
：
碑
）
、
二
は
事
実
上
の
制
限
で
あ

り
、
後
者
は

S
人
力
の
届
か
ぬ
処
に
所
有
権
は
及
ば
ず
岡
経
済
上
の
需
要
に
制
限
さ
れ
る
り
権
利
の
濫
用
を
許
さ
れ
ず
、
と
い
う
土
地
の

性
質
上
生
ず
る
制
限
で
あ
る
と
し
て
い
る
で
’
頑
印
）
。
こ
の
最
後
の
、
権
利
の
濫
用
を
許
さ
ず
と
い
う
制
限
は
「
事
実
上
適
当
な
り
と
認

む
べ
き
程
度
に
あ
る
こ
と
を
要
す
と
の
義
な
り
」
と
し
「
法
理
上
の
制
限
」
で
あ
る
と
い
つ
て
い
る
（
こ
ェ
）
。
む
ろ
ん
彼
の
い
う
土
地
所

0
頁

有
権
の
濫
用
禁
止
は
、
恐
ら
く
僅
少
の
土
地
を
囲
ん
で
大
衆
の
交
通
を
妨
げ
る
よ
う
な
社
会
的
な
便
宜
上
の
問
題
を
念
頭
に
お
い
て
説
か

私
権
行
使
の
自
由
に
社
会
的
制
約
の
存
す
る
こ
と
を
承
認
し
て
こ
そ
、
相
対
権
の
不
可
侵
性

前
者
「
法
令
上
の
制
限
」

八
五

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
一
体
、
事
実
上
の
制
限
そ
の
も
の
が
、

（
内
外
論
叢
第
一
巻
第
一
号
所
収
「
良
の
彼
の
見
解
で
は
、
「
国
家
の
利
益
、
社
会
の
利
益
、
共
同
の
利
益
な
る
も
の
は
存
す

利
論
」
一
ー
ニ
0
頁
、
明
治
三
五
年

る
。
そ
の
後

（
同
上
第
一
号
一

0

|
―
-
）
、
権
利
の
う

頁
、
第
二
号
一
ー
七
頁
等

る
能
は
ず
」
と
し
、
個
人
的
利
益
を
内
容
と
す
る
の
が
権
利
の
観
念
だ
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り

と
区
別
さ
れ
得
な
い
こ
と
は
不
問
に
し
て
い
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問
題
を
紹
介
し
た
後
、

適
法
な
る
こ
と
を
う
る
も
の
だ
」

と
い
う
思
想
が
、

わ
れ
た
こ
と
、
し
か
し
権
利
の
濫
用
の
糠
識
は
未
確
立
で
あ
る
こ
と
、
シ
ャ
ル
モ
ソ
が
契
約
解
除
権
に
つ
い
て
述
べ
た
よ
う
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
仏
民
一
七

八

0
条
に

人
の
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
な
く
し
て
而
も
権
利
濫
用
に
な
り
う
る
場
合
」
が
フ
ラ
ソ
ス
で
生
じ
う
る
こ
と
を
肯
定
し
て
い
る

よ
り
期
限
の
定
な
き
雇
傭
関
係
に
於
い
て
当
事
者
は
い
）
。
フ
ラ
ソ
ス
で
は
「
解
除
権
の
規
定
は
公
益
的
主
旨
の
も
の
で
、
そ
の
行
使
が
法
律
~
に

つ
で
も
解
約
を
な
し
う
る
が
損
害
賠
償
義
務
を
免
れ
ず

⑩
 

よ
っ
て
監
視
さ
れ
損
害
賠
償
義
務
を
生
じ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
適
正
の
権
利
で
あ
る
こ
と
に
か
わ
り
は
な
い
」
。

フ
ラ
ン
ス
で
は
先
ず
行
政
法
上
官
吏
の
責
任
に
つ
い
て
次
に
私
法
や
労
働
関
係
で
現

、
、
、

「
全
く
他

利
濫
用
と
権
利
不
存
在
の
区
別
を
論
じ
る
こ
と
は
①
他
人
の
権
利
を
侵
害
せ
ず
に
而
も
損
害
を
他
人
に
生
ぜ
し
め
た
場
合
が
あ
る
か
⑱
あ

「
法
律
の
み
と
め
る
権
利
は
、
す
べ
て
絶
対
の
も
の
で
は
な
い
、

次
に
、

権

一
定
の
限
界
に
於
い
て
は
じ
め
て
そ
の
実
行
の

「
社
会
公
共
の
利
益
の
た
め
に
」
私
権
が
制
約
さ
れ
る
と
い
う
権
利
社
会
性
の
考
え
方

ー
少
く
と
も
現
行
民
法
第
一
条
に
お
け
る
権
利
概
念
の
把
え
方
ー
ー
↓
に
は
全
然
結
び
つ
く
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

し
か
し
明
治
三
七
年
の
牧
野
英
一
「
権
利
の
濫
用
」
（
瞑
這
エ
仁
這
5
虹
亨
ュ
ニ
琴
元
匹
積
）
が
発
表
さ
れ
、
こ
の
頃
か
ら
民
法
第
八
九
六

条
（
四
霜
）
以
外
に
判
例
が
戸
主
権
の
濫
用
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
も
行
わ
れ
、
四

0
年
代
に
は
財
産
権
の
濫
用
の
判
例
も
現
わ
れ
る
。
上

魯
―
―
一
郎
「
権
利
濫
用
法
則
の
実
際
的
研
究
」
（
碑
胄
翌
）
と
、

G
．
ア
ペ
ー
ル
「
相
隣
地
所
有
者
間
の
権
利
関
係
」
の
紹
介
（
翌

芸
呼
嬰
応
酎
孟
）
も
重
要
か
と
思
わ
れ
る
。
前
者
は
大
正
期
に
属
す
る
研
究
だ
が
フ
ラ
ン
ス
の
権
利
濫
用
論
を
紹
介
し
た
後
、

土
地
所
有
権
（
左
芸
）
、
債
権
（
年
芸
）
等
々
に
関
す
る
そ
の
適
用
を
詳
述
し
た
も
の
で
、
後
者
の
紹
介
と
共
に
明
治
＇
~
正
期
の
わ

が
権
利
濫
用
理
論
が
フ
ラ
ン
ス
の
学
説
及
び
判
例
に
刺
戟
さ
れ
又
は
こ
れ
に
倣
つ
て
い
た
事
態
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
専
ら
フ
ラ
ソ
ス
の
理
論
の
移
入
に
終
ら
ず
、
そ
こ
で
の
問
題
点
を
整
理
紹
介
し
て
わ
が
民
法
の
解
釈
理
論
を
糖
成
し
よ
う
と

し
た
も
の
と
し
て
は
、
前
掲
牧
野
「
権
利
ノ
濫
用
」
以
外
に
は
明
治
末
年
迄
皆
無
と
い
つ
て
よ
い
。
そ
こ
で
は
、

け
る
社
会
的
制
約
を
彼
が
認
め
て
い
た
に
せ
よ
、

わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

フ
ラ
ン
ス
の
権
利
濫
用

八
六
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る
と
す
れ
ば
如
何
な
る
条
件
の
下
で
損
害
の
責
に
任
ず
べ
き
か
の
問
題
に
な
る
と
し
、
単
に
損
害
を
以
つ
て
責
任
の
基
礎
と
す
る
フ
ラ
ソ

ス
民
法
第
一
三
八
二
条
（
虹
暉
畔
義
）
と
異
り
、
わ
が
民
法
は
他
人
の
権
利
侵
害
が
不
法
行
為
の
要
件
で
あ
る
（
這
虹

o)
か
ら
、
何
を
権
利

濫
用
と
す
る
か
に
よ
っ
て
わ
が
民
法
の
解
釈
は
重
大
な
影
饗
を
う
け
る
と
す
る
。
そ
こ
で
権
利
の
適
法
な
行
使
と
濫
用
の
区
別
の
標
識
が

必
要
に
な
る
が
一
こ
う
に
明
白
で
な
い
の
で
最
後
に
以
下
の
四
点
に
分
け
て
考
え
る
べ
き
だ
と
提
案
す
る
。
①
権
利
濫
用
の
観
念
は
ロ
ー

マ
法
以
来
存
し
た
が
「
強
者
が
権
利
の
名
を
か
り
て
弱
者
を
圧
し
」
濫
用
問
題
を
生
じ
、

用
の
観
念
の
決
定
の
必
要
が
生
じ
た
。
⑳
濫
用
理
論
は
一
九
世
紀
の
権
利
絶
対
自
由
と
い
う
思
想
の
反
省
を
意
味
す
る
。
③
法
律
の
内
容

利
濫
用
理
論
は
自
由
法
学
的
解
釈
の
上
か
ら
い
つ
て
も
重
大
で
あ
る
。
か
く
て
牧
野
博
士
は
結
局
、

が
時
代
と
共
に
道
徳
的
制
裁
を
含
む
よ
う
に
な
っ
て
も
非
難
す
べ
き
で
な
い
ー
こ
の
点
か
ら
の
濫
用
論
へ
の
批
判
は
当
ら
な
い
。
⑭
権

、
、
、
、

ふ
り
だ
し
に
戻
つ
て
権
利
濫
用
と
い

ぅ
―
つ
の
問
題
を
そ
れ
に
接
近
し
う
る
四
つ
の
視
点
に
於
い
て
考
察
で
き
る
こ
と
を
述
べ
た
に
す
ぎ
ず
、
権
利
濫
用
理
諭
に
つ
い
て
独
自

の
見
解
を
示
し
た
の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
の
博
士
の
民
法
研
究
に
於
い
て
右
の
四
視
点
は
よ
り
深
く
掘
り
下
げ
ら
れ
た
の
で

あ
っ
た
し
、
そ
の
後
の
権
利
濫
用
論
の
研
究
の
発
展
に
寄
与
し
た
こ
と
む
ろ
ん
で
あ
る
。

明
治
三
五
ー
四
五
年
頃
は
、

八
七

一
九
世
紀
末
以
後
、
社
会
の
変
動
に
よ
っ
て
濫

わ
が
民
法
学
界
に
お
け
る
概
念
法
学
の
古
典
的
思
惟
方
法
に
よ
る
解
釈
原
理
論
の
確
立
期
で
あ
っ
た
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
主
と
し
て
財
産
法
域
に
つ
い
て
で
あ
り
、
特
に
租
権
行
使
の
自
由
の
問
題
が
中
心
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
外

⑪
 

国
の
権
利
の
濫
用
理
論
の
紹
介
や
ニ
ュ
ー
サ
ソ
ス
研
究
も
出
た
が
、
制
限
物
権
の
効
力
、
契
約
解
除
権
の
効
力
、
等
々
が
多
く
と
り
あ
げ

⑫
 

ら
れ
た
他
、
相
対
権
に
絶
対
的
効
力
を
み
と
め
た
り
、
一
般
的
不
作
為
の
訴
や
将
来
の
給
付
の
訴
を
実
定
法
上
是
認
し
且
つ
そ
の
実
益
を

⑲
 

強
調
し
よ
う
と
す
る
幾
多
の
研
究
が
続
出
し
た
の
で
あ
り
、
明
治
末
年
か
ら
大
正
年
間
に
く
だ
る
に
従
っ
て
所
謂
「
櫂
利
思
想
の
二

0
世

紀
的
転
回
」
が
次
第
に
強
調
さ
れ
て
く
る
の
を
想
う
と
き
、
そ
の
後
の
学
説
発
展
史
の
新
方
向
に
つ
い
て
の
重
要
な
示
唆
を
も
た
ら
す
の

わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

597 



り
あ
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
も
外
国
判
例
に
な
い
現
象
で
あ
り
、
観
念
的
に
理
論
の
採
用
を
み
た
わ
け
で
あ
る
。
第
三
に
、
私
権

行
使
上
の
社
会
的
被
制
約
性
は
早
く
か
ら
学
者
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
当
時
の
濫
用
理
論
は
私
権
相
互
間
の
社
会
的

ニ
に
判
例
は
当
初
身
分
権
（
特
に
戸
主
権
と
親
権
）
の
濫
用
を
採
用
し
、

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、
明
治
末
年
迄
は
私
権
行
使
自
由
の
原
理
が
確
認
さ
れ
追
究
さ
れ
た
時
代
と
し
て
大
正
期
以
後
の
学
説

発
展
か
ら
区
別
さ
れ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
、
明
治
期
の
す
べ
て
の
権
利
濫
用
理
論
が
、
外
国
1

特
に
フ
ラ
ン
ス
—
|
＇
の
学
説
・

判
例
に
刺
戟
さ
れ
且
つ
こ
の
移
入
に
努
め
る
こ
と
つ
に
終
っ
た
だ
け
で
、
わ
が
国
独
自
の
解
釈
原
理
と
し
て
再
糖
成
さ
れ
得
な
か
っ
た
と
い

う
事
実
は
根
拠
あ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
明
治
期
の
権
利
濫
用
理
論
は
、
私
権
行
使
の
絶
対
的
自
由
の
理
論
と
両
立
せ
し
め
ら
れ
ね
ば
な
ら

か
く
て
、
わ
が
国
に
於
け
る
権
利
濫
用
理
論
成
立
は
明
治
年
代
（
特
に
三
五
年
以
後
）
で
あ
り
、
第
一
に
、

紹
介
に
終
始
し
、
権
利
1
1
義
務
を
基
調
と
す
る
近
代
市
民
法
的
生
活
関
係
の
自
己
修
正
と
し
て
内
か
ら
生
れ
た
も
の
で
な
く
、
む
し
ろ
そ

の
よ
う
な
個
人
主
義
的
法
律
原
理
の
樹
立
と
時
を
同
じ
く
し
て
成
立
し
た
こ
と
が
特
色
的
で
あ
る
。
従
っ
て
、

フ
ラ
ソ
ス
の
そ
れ
の
移
入

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
よ
う

に
、
個
人
主
義
的
法
律
原
理
を
貫
こ
う
と
す
る
と
か
、
或
い
は
権
利
の
社
会
性
を
是
認
し
つ
つ
も
別
の
救
済
手
段
で
い
け
ば
十
分
で
あ
る

と
い
う
よ
う
な
、
権
利
濫
用
理
論
に
実
質
的
反
対
を
唱
え
る
立
場
を
克
服
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
が
遂
に
体
験
さ
れ
な
か
っ
た
。
第

（
後
に
学
説
に
影
響
さ
れ
て
）
次
第
に
財
産
権
の
濫
用
を
も
と

な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
全
く
観
念
的
に
―
つ
の
理
論
と
し
て
提
案
さ
れ
た
場
合
に
も
「
濫
用
の
始
ま
る
と
こ
ろ
権
利
な
し
」

(
L
e
d
r
o
i
t
 

＠

．

ヽ

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

cesse 
o
u
 l'abus 
c
o
m
m
e
n
c
e
)
とナ
9

る
プ
ラ
ニ
オ
ル
の
見
解
、
或
い
は
少
く
と
も
権
利
濫
用
と
い
う
概
念
自
体
の
論
理
的
矛
盾
を
問
題

ヽ

ヽ

‘

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

⑯

‘

‘

、

、

、

、

、

、

に
し
た
デ
ュ
ギ
イ
や
サ
レ
イ
ュ
の
見
解
が
大
き
い
障
碍
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
察
し
ら
れ
る
。
前
掲
牧
野
博
士
の
論
文
が
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

権
利
濫
用
と
権
利
不
存
在
が
何
に
よ
っ
て
定
ま
る
か
を
決
定
す
る
こ
と
こ
そ
、
濫
用
理
論
に
よ
っ
て
最
も
必
要
な
問
題
だ
と
強
調
し
た
こ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
`
‘
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

と
の
中
に
、
こ
の
よ
う
な
時
代
の
制
約
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

八
八
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わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

八
九

調
整
に
。
r
i
e
n
t
i
e
r
e
n
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
、
濫
用
理
論
が
私
権
行
使
自
由
を
認
め
つ
つ
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
の
法
理
上
の
関

判
例
も
同
様
で
あ
り
、

心
に
ひ
き
ず
ら
れ
、
濫
用
の
標
識
を
何
に
求
め
る
べ
き
か
は
探
究
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
明
治
四

0
年
六
月
六
日
マ
が
シ
カ
ー
ネ
禁
止
の
立
場
を
と
り
、
若
干
の
判
例
が
ニ
ュ
ー
サ
ソ
ス
乃
至
ト
レ
ス
。
＾
ス
に
類
す
る
違
法
の
権
利

法
律
新
聞
三
四
四
五
号

院行
使
の
構
成
を
な
し
た
に
と
ど
ま
る

(m蔚
い

oom5い
吠
正
）
。
大
審
院
判
例
で
財
産
権
の
濫
用
の
違
法
性
を
認
め
た
例
は
な
い
（
胆
立
碑
戸

判
決
は
権
利
行
使
の
適
当
の
範
囲
を
こ
え
た
も
の
で
な
い
か
ら
、
一
。

濫
用
に
関
す
る
も
の
で
な
い
と
さ
れ
る
。
尚
、
前
述
註
⑧
参
照
。

し
か
し
、
大
正
期
に
は
い
る
と
、
私
旗
行
使
の
自
由
を
前
提
と
し
単
に
他
の
栽
権
と
の
衝
突
か
ら
く
る
権
利
の
社
会
的
被
制
約
性
の
み

僅
か
に
東
京
控
訴

を
認
め
る
権
利
理
論
は
後
退
し
、
権
利
の
社
会
性
。
公
共
性
を
手
が
か
り
に
し
て
濫
用
を
禁
じ
よ
う
と
す
る
立
場
が
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。

註
⑥

M
g
e
a
u
d
,
Traite theorique 
et 
pratique, n•. 

5
5
5
~
6
;
 C
a
m
p
i
o
n
,
 L
a
 theorie d
e
 l'abus 
des droits, n•, 

8
~
9
.
 

⑥
フ
ラ
ン
ス
民
法
下
で
、
権
利
濫
用
に
関
す
る
最
初
の
劃
期
的
判
決
は
、
コ
ル
マ
ー
ル
法
院
の
一
八
五
五
年
五
月
二
日
判
決
だ
と
い
わ
れ
る
。
隣
人
を

害
す
る
目
的
で
た
て
た
煙
突
の
破
壊
を
命
じ
た
も
の
。

Re.,
M
a
z
e
a
u
d
,
 op. 
cit., 
n.

器
7
;
 
C
a
m
p
i
o
n
,
 
op. 
cit., 
n. 
4
4
.

し
か
し
、
民
法
施
行

前
に
、
高
等
法
院

P
a
r
l
e
m
e
n
t
:
!
;
!
相
隣
地
所
有
者
間
の
争
い
に
つ
き
、
ニ
ュ
ー
サ
ン
ス
を
み
と
め
た
判
決
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
近
代
民
法
上

の
権
利
濫
用
の
先
駆
と
い
え
る
で
あ
ろ
う

(G.
A
p
p
e
r
t
,
 
D
e
s
 droits 
d
u
 proprietaire 
vis-a-vis 
d
e
 
S
e
s
 
voisins, 
R
e
v
u
e
 trimes. 
d
e
 dr. 

ci vii, 
t
.
 
5
,
 

n. 
1
9
0
6
.
)

。

R
前
出
ア
ッ
ペ
ー
ル
の
論
文
に
於
い
て
も
「
仏
民
法
典
編
纂
後
、
其
当
初
の
判
決
は
…
…
判
決
の
多
数
は
他
人
に
損
害
を
加
え
ぬ
範
囲
内
で
各
人
は
随

意
に
そ
の
所
有
物
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
絶
対
的
な
原
則
を
示
し
た
が
」
、
「
一
八
二

0
年
代
か
ら
こ
の
原
則
の
修
正
が
で
て
き
た
こ
と
。
」

を
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
初
期
の
権
利
濫
用
の
判
例
が
、
・
土
地
所
有
権
等
の
相
隣
関
係
を
め
ぐ
る
権
利
問
題
で
占
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

⑧
例
外
的
に
、
た
と
え
ば
、
明
治
三
二
年
二
月
一
日
大
審
院
判
決
は
、
上
流
沿
岸
所
有
者
の
渓
水
使
用
権
を
認
め
つ
つ
も
、
下
流
沿
岸
所
有
者
の
使
用

権
を
害
し
得
ず
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
東
京
控
訴
院
、
四

0
年
六
月
六
日
判
決
が
シ
カ
ー
ネ
禁
止
を
打
出
す
頃
ま
で
、
権
利
濫
用
の
法
理
に
従
っ
た
判

、
、
、
、
、
、
、
、

例
は
財
産
権
に
関
し
て
は
見
当
ら
ぬ
よ
う
で
あ
る
。
少
く
と
も
、
不
法
行
為
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
鳩
山
「
工
業
会
社
の
営
業
行
為
に
基
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＜
損
害
賠
償
請
求
権
と
不
作
為
の
請
求
権
」
．
法
協
二
九
巻
六

0
五
頁
）
。
尚
、
青
山
「
身
分
法
に
お
け
る
権
利
濫
用
」
（
法
律
時
報
三

0
巻
一

0
号
二
三

頁
）
参
照
。

⑨
所
有
権
同
様
に
、
債
権
も
ま
た
、
天
下
万
人
が
尊
重
義
務
を
ー
，
単
に
債
務
者
の
み
な
ら
ず
ー
~
負
う
べ
き
も
の
と
彼
は
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

相
対
権
に
対
応
す
る
毅
務
ほ
債
癌
者
だ
け
の
も
の
と
解
し
、
物
権
と
債
権
の
効
力
を
尊
重
義
務
者
の
範
囲
の
面
で
区
別
す
る
べ
き
だ
と
い
う
の
は
、
市

民
法
形
成
期
の
発
想
で
あ
り
（
対
世
的
効
力
と
対
人
的
効
力
)
‘
彼
の
よ
う
な
考
え
方
は
そ
の
後
の
わ
が
判
例
法
に
よ
っ
て
次
第
に
明
ら
か
に
な
っ
て

き
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
（
第
三
者
に
よ
る
債
権
侵
害
行
為
の
違
法
性
は
大
審
院
刑
事
判
決
大
正
四
年
三
月
二

0
日
。
同
一
―
年
八
月
七
日
・
民
事
判
決

大
正
四
年
三
月
二

0
日
等
）
。
従
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
富
井
博
士
の
思
想
ほ
、
そ
れ
が
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
直
移
入
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
わ
が
民
法
学

界
に
於
け
る
先
駆
者
的
存
在
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
絶
対
権
・
相
対
権
を
通
じ
て
、
権
利
者
た
る
以
上
は
他
か
ら
の
侵
害
を
常
に
排
除
し
得
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
そ
の
思
想
は
「
権
利
の
行
使
に
よ
っ
て
何
人
も
不
法
に
害
さ
れ
る
こ
と
な
し
」
と
い
う
ロ
ー
マ
法
的
私
権
絶
対
性
の
論
理
と
対

立
す
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。
「
法
律
と
権
利
と
は
同
一
物
の
二
面
で
あ
り
」

(Capitant,
I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 d
u
 
dr~it 

civil, 
p. 
1
7
)
、
「
法
律
は
共

同
生
活
を
保
全
す
る
為
、
人
格
相
互
間
に
一
定
の
分
界
を
定
め
互
に
相
侵
さ
れ
ざ
る
こ
と
を
保
障
す
る
も
の
な
り
」
と
も
彼
は
述
ぺ
て
い
る
（
民
法
原

論
三
六
頁
）
。
「
権
利
の
本
質
」
（
三
九
ー
四
三
頁
）
で
も
、
権
利
の
社
会
性
に
つ
い
て
は
ふ
れ
て
い
な
い
し
「
利
益
説
」
「
自
由
行
為
説
」
「
意
思
能

力
説
」
等
の
饂
念
論
的
検
討
の
後
に
、
「
権
利
と
は
人
格
相
互
間
で
、
一
方
が
他
の
一
方
に
対
し
て
一
定
の
利
益
を
享
受
す
る
法
律
上
の
能
力
」
と
結

論
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
こ
で
の
能
力
と
は
、
利
益
的
地
位
を
指
す
の
だ
と
断
わ
っ
て
お
り
、
結
局
「
共
同
生
活
の
上
で
一
定
の
限
界
を
法
律

に
よ
り
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
範
囲
で
は
社
会
生
活
で
一
定
の
利
益
を
享
受
し
う
る
」
と
い
う
地
位
を
「
権
利
」
と
み
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
か

く
て
、
彼
に
在
つ
て
は
、
権
利
濫
用
の
法
理
は
援
用
さ
れ
て
い
な
い
に
せ
よ
、
権
利
の
社
会
的
被
制
約
性
が
明
確
に
構
ー
成
さ
れ
て
い
る
と
い
つ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。

⑩
フ
ラ
ン
ス
判
例
及
び
シ
ャ
ル
モ
ン
等
の
契
約
解
除
権
に
つ
い
て
の
見
解
で
あ
り
、
契
約
解
除
権
の
行
使
に
よ
っ
て
損
害
賠
償
義
務
を
生
じ
る
と
き
で

も
、
右
の
見
解
に
よ
れ
ば
依
然
と
し
て
権
利
行
使
と
し
て
適
法
な
る
こ
と
に
か
わ
り
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
他
人
の
権
利
を
侵
害
す
る
よ
う

な
権
利
行
使
を
す
べ
て
権
利
濫
用
と
解
す
る
立
場
で
は
、
右
の
契
約
解
除
権
の
行
使
は
、
実
は
権
利
濫
用
で
あ
る
と
同
時
に
権
利
の
不
存
在
と
い
う
こ

と
に
な
る
（
上
述
・
牧
野
・
八
五
三
頁
）
。

わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

九
0
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ま、

’
 

⑪ 

わ
が
国
に
お
け
る
櫛
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

明
治
期
の
権
利
濫
用
理
論
か
、
私
権
相
互
間
の
社
会
的
調
整
の
た
め
の
理
論
と
し
て
発
展
さ
せ
ら
れ
る
可
能
性
を
も
つ
て
い
た
こ
と

一
方
で
権
利
行
使
の
自
由
を
強
調
す
る
限
り
濫
用
理
論
の
機
能
が
そ
の
よ
う
な
形
態
で
し
か
あ
り
よ
う
が
な
い
か
ら
で
あ
り
、
叉
日

本
社
会
の
資
本
主
義
化
に
伴
う
私
所
有
権
の
確
立
に
対
応
し
て
次
第
に
私
権
相
互
の
衝
突
と
矛
盾
を
現
実
に
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
時

二、

わ
が
国
権
利
濫
用
理
論
の
発
展

九

「
権
利
の
濫
用
」
（
法
協
二
五
巻
一
五
二

0
ー
一
頁
）
、
「
最
近
独
判
例
ー
善
良
の
風
俗
違
反
の
意
義
に
関
し
て
」
（
同
一
五
ニ
ー
ー
ニ
頁
）
、

ー
ザ
ン
ス
に
つ
い
て
」
（
池
田
・
法
協
二
九
巻
五
三
五
頁
以
下
）
、
前
に
掲
げ
た
ア
ペ
ー
ル
「
相
隣
地
所
有
者
間
の
権
利
関
係
」
、
上
畠
•
前
掲
「
権
利
濫

用
法
則
の
実
際
的
研
究
」
等
々
あ
り
．
、
何
れ
も
外
国
法
制
の
紹
介
．
で
あ
っ
て
、
わ
が
民
法
の
立
場
か
ら
の
批
判
又
は
評
価
を
行
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

⑲
富
井
博
士
の
思
想
に
つ
い
て
は
前
述
註
⑨
参
照
。
二
上
「
相
対
権
の
絶
対
的
効
力
」
（
法
協
二

1

一
巻
一
号
）
は
、
相
対
権
と
絶
対
権
の
分
類
方
法
そ

の
も
の
を
不
可
と
し
、
外
国
判
例
・
学
説
の
紹
介
の
後
「
絶
対
権
は
相
対
権
の
効
力
と
し
て
発
生
し
た
」
と
い
う
(
-
―
六
ー
七
頁
）
。

⑲
雉
本
「
将
来
の
給
付
の
訴
」
（
法
学
新
報
ニ
ニ
巻
二
号
）
の
他
、
作
為
義
務
又
は
不
作
為
義
務
履
行
の
請
求
に
関
す
る
も
の
が
多
い
。
た
と
え
ば
、

梅
「
判
批
」
（
志
林
一

0
巻
四
号
）
、
川
名
「
不
作
為
の
債
権
」
（
法
協
二
六
巻
四
五
六
頁
以
下
）
、
石
坂
「
一
般
的
不
作
為
の
訴
」
（
民
法
研
究
第
二

巻
）
、
鳩
山
「
工
業
会
社
の
営
業
行
為
に
基
く
損
害
賠
償
請
求
権
と
不
作
為
の
請
求
権
」
（
法
協
二
九
巻
四
号
）
、
等
々
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
学
説
の
問

題
点
は
一
切
割
愛
す
る
が
、
私
権
行
使
自
由
と
相
手
方
の
保
護
の
要
求
と
の
調
整
の
問
題
を
含
む
点
で
、
こ
れ
ら
は
重
要
な
研
究
で
あ
っ
た
と
い
え

る
。
尚
、
こ
の
頃
、
氏
名
権
を
如
何
に
構
成
す
べ
き
か
、
も
し
権
利
と
い
い
う
る
な
ら
ば
第
三
者
の
僭
称
を
不
作
為
義
務
に
よ
っ
て
抑
制
で
き
る
か
、

又
、
一
般
に
請
求
権
の
競
合
は
是
認
す
べ
き
か
、
是
認
す
る
と
し
て
如
何
な
る
効
果
を
生
ぜ
し
め
る
べ
き
か
、
等
々
の
問
題
も
多
く
論
じ
ら
れ
た
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
現
象
は
、
私
権
行
使
の
自
由
の
保
護
の
要
請
を
強
く
反
映
し
て
で
て
き
た
こ
と
は
む
ろ
ん
で
あ
る
。

⑭
前
述
註
⑩
に
述
ぺ
た
第
二
の
見
解
で
あ
る
。

Planiol,
Traite
邑
ementaire,
n°. 
871. 

⑮
こ
れ
ら
フ
ラ
ン
ス
民
法
学
者
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
江
川
「
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
権
利
濫
用
論
」
（
比
較
法
研
究
第
三
号
）
、
前
掲
「
権
利
濫
用
法
則

の
実
際
的
研
究
」
（
法
律
新
聞
一
三
六
五
ー
八
号
）
、
末
川
「
権
利
濫
用
の
研
究
」
―
一
五
頁
以
下
、
等
々
に
く
わ
し
い
。

「
ニ
ュ
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さ
れ
る
」
「
し
か
し
、
私
見
に
よ
れ
ば
権
利
の
行
使
も
適
当
の
範
囲
内
で
の
み
権
利
の
行
使
に
な
り
、
そ
の
範
囲
を
こ
え
れ
ば
、
つ
ま
り
善

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

良
の
風
俗
に
反
す
と
み
ら
れ
る
と
き
は
、
最
早
権
利
の
行
使
で
な
く
不
法
行
為
に
な
る
」
「
団
体
の
利
益
に
反
せ
ざ
る
範
囲
内
で
の
み
個

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

人
の
自
由
、
個
人
の
権
利
を
認
め
る
こ
と
、
こ
れ
進
歩
し
た
二

0
世
紀
の
法
律
観
念
で
あ
っ
て
仏
国
の
判
例
学
説
も
こ
の
法
律
観
念
を
採

、
、
、
、
、
、
、
、

用
し
た
も
の
で
あ
る
」

な
き
故
、
通
説
的
見
解
は
存
し
な
い
が
、

に
、
冦
権
自
由
の
一
九
世
紀
的
法
律
思
想
に
対
す
る
修
正
乃
至
批
判
の
学
説
が
、
や
は
り
観
念
的
無
批
判
的
に
移
入
さ
れ
て
い
く
。
こ
の

学
説
は
、
個
人
に
対
す
る
団
体
の
優
位
を
説
き
、
私
権
の
相
対
性
を
強
調
す
る
立
場
で
あ
っ
て
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ソ
ス
の
民
法
理
論
の
主
流

を
形
成
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
わ
が
民
法
学
界
に
易
々
と
滲
透
し
て
明
治
期
の
権
利
濫
用
理
論
の
発
展
方
向
の
転
機
に
な
っ
た
。

同
上
第
)
は
そ
の
自

⑯
 

岡
村
司
「
権
利
否
定
論
」
（
噸
コ
吃
浮
麟
麟
疇
諷
『
）
は
右
の
新
権
利
思
想
提
唱
の
極
端
な
も
の
で
、
「
法
律
ノ
活
用
」
（
六
号

⑰
 

由
法
学
的
立
場
を
明
確
に
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
鳩
山
博
士
の
次
の
見
解
は
学
界
の
状
況
を
知
る
の
に
有
用
で
あ
り
且
つ
明
治
末
年
以

後
大
正
期
の
権
利
濫
用
論
を
代
表
し
う
る
で
あ
ろ
う
（
四
』
心
年
呼
こ
立
来
犀
紐
咤
四

gv．
損
』
』
内
-
5
B権
四
と
％
）
。
日
く
「
セ
メ
ン
ト
製
造
は
法

、
、
、
、

律
に
於
い
て
認
め
ら
れ
た
営
業
行
為
即
権
利
行
使
で
あ
り
、
故
に
不
法
行
為
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
い
わ
れ
る
…
…
し
か
し
、
権
利
行
使

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
必
ず
適
法
に
し
て
不
法
性
を
阻
却
し
う
る
か
、
日
本
民
法
上
争
の
存
す
る
と
こ
ろ
な
り
…
…
」
（

1

↓
駅
）
。
「
学
説
で
詳
細
に
論
じ
た
も
の

一
般
に
権
利
行
使
と
不
法
行
為
は
矛
盾
す
る
も
の
故
、
権
利
の
行
使
は
不
法
行
為
た
り
え
ず
と

「
故
に
日
本
民
法
上
も
、

権
利
濫
用
の
規
定
は
な
い
が
、

な
い
が
、
法
の
解
釈
適
用
は
社
会
の
需
要
に
応
じ
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

で
な
く
社
会
団
体
の
維
持
発
達

(11善
良
の
風
俗
）

食
謡
）
と
述

べ
、
地
狡
権
者
の
承
役
地
通
行
の
際
や
、
隣
地
の
垣
の
す
ぐ
傍
に
井
戸
を
掘
る
土
地
所
有
者
な
ど
に
つ
き
ー
—
ー
つ
ま
り
私
益
相
互
の
調
整

に
関
し
て
ー
~
権
利
濫
用
が
成
立
す
る
と
い
う
例
ば
か
り
を
あ
げ
て
い
る(
5郎
）
。

且
つ
権
利
行
使
が
不
法
行
為
に
な
り
う
る
と
の
規
定
も

、
、
、
、
、
、

国
民
の
一
般
観
念
に
応
じ
た
る
自
由
。
責
任
を
考
え
る
べ
き
で
…
…
私
権
は
絶
対
的

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

に
反
せ
ざ
る
範
囲
で
の
み
適
法
な
権
利
行
使
な
り
と
み
る
べ
き
だ
」

こ
の
鳩
山
説
の
特
色
は
、

私
権
行
使
の
自
由
を
認
め

わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

九
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九

場
か
ら
1

述
べ
た
こ
と
に
あ
る
。
従
来
の
学
説
で
は
、
私
権
の
行
使
の
態
様
に
社
会
的
制
約
が
当
然
視
さ
れ
る
の
は
個
人
本
位
ー
ー
＇
つ

ま
り
私
権
相
互
の
衝
突
調
整
の
目
的
ー
の
前
提
に
基
い
て
い
た
が
、
今
や
私
権
自
由
の
相
対
性
乃
至
権
利
の
社
会
性
を
根
拠
と
し
て
私

権
の
社
会
的
被
制
約
性
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
他
人
の
権
利
を
侵
害
す
る
以
上
は
1

権
利
濫
用
は
ー
反
社
会
的
1
1
達
法
の
行

為
で
あ
り
不
法
行
為
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
公
共
の
福
祉
と
い
う
概
念
は
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
又
、
そ
こ
で
は
権
利
行
使
の

、
そ
の
後
、
大
正
年
間
に
権
利
濫
用
を
違
法
と
す
る
多
く
の
判
例
が
出
て
、
学
説
も
こ
れ
を
支
持
す
る
が
、

ッ
カ
ー
ネ
禁
止
。
権
利
侵
害

に
よ
る
不
法
行
為
要
件
の
充
足
・
公
序
良
俗
違
反
の
権
利
行
使
。
社
会
通
念
等
々
が
濫
用
決
定
の
主
な
要
素
で
あ
っ
た
。
以
下
で
は
主
要

な
学
説
だ
け
を
と
り
あ
げ
る
。
い
う
迄
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
権
利
濫
用
論
が
提
起
さ
れ
て
く
る
の
は
現
実
の
日
本
社
会
に
於
け
る
法

秩
序
が
、
単
に
一
九
世
紀
的
な
冦
権
行
使
の
自
由
を
原
則
と
し
て
い
る
だ
け
で
は
具
体
的
妥
当
性
を
欠
く
よ
う
な
事
態
が
瀕
出
し
て
き
た

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
日
本
資
本
主
義
の
特
殊
性
に
よ
り
こ
う
し
た
事
態
と
な
ら
ん
で
或
い
は
同
時
に
資
本
主
義
的
所
有
に
し

て
法
的
に
権
利
と
し
て
構
成
さ
れ
確
立
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
も
の
も
生
じ
て
く
る
。
即
ち
、
所
有
権
の
行
使
に
つ
き
濫
用
の
構
成
の
ケ
ー
ス

が
増
し
て
き
た
大
正
期
に
、
例
え
ば
中
小
企
業
者
の
財
産
的
支
配
関
係
は
よ
う
や
く
権
利
と
し
て
承
認
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
石
坂
音
四
郎

「
営
業
権
の
侵
害
」
（
鯰
這
琴
謬
嗜
竺
認
）
に
於
い
て
は
、
当
時
の
ド
イ
ツ
で
営
業
権
と
い
う
権
利
が
必
ず
し
も
承
認
さ
れ
て
お

わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

自
由
の
限
界
は
、
冠
権
相
互
の
衝
突
の
調
整
の
た
め
に
設
定
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

つ
つ
そ
う
し
た
限
界
を
権
利
の
一
般
的
性
格
と
し
て
設
定
す
る
に
は
、
社
会
乃
至
団
体
の
個
人
へ
の
優
位
と
い
う
思
想
的
根
拠
を
援
用
せ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
・
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
庶
人
間
の
紛
争
解
決
の
要
具
た
る
理
論
が
、
社
会
乃
至
団
体
の
名
で
基
礎
づ
け
ら
れ
る
と
い
う
飛
躍
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

内
に
、
す
で
に
現
民
法
第
一
条
三
項
を
一
項
と
同
精
神
と
す
る
発
想
が
胚
胎
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
秋
権
自
由
の
原
則
を
認
め

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
が
、
冠
権
の
社
会
的
被
制
約
性
を
個
人
本
位
の
立
場
か
ら
で
な
く
社
会
と
い
う
団
体
か
ら
の
制
約
と
し
て
＇
~
つ
ま
り
社
会
本
位
の
立603 



ら
ず
、
承
認
さ
れ
て
い
る
場
合
で
も
人
格
権
説
・
無
体
財
産
権
説
等
に
学
説
。
判
例
が
岐
れ
て
い
る
こ
と
、
日
本
民
法
上
も
明
文
の
規
定

⑲

‘

、

、

な
く
、
従
っ
て
営
業
侵
害
を
不
法
行
為
と
な
し
え
な
い
か
ら
大
正
三
年
の
大
審
院
判
決
に
一
応
反
対
す
る
こ
と
を
述
べ
、
立
法
論
と
し
て

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

は
「
営
業
自
由
を
保
護
す
る
要
あ
り
、
権
利
侵
害
な
き
も
不
法
行
為
の
成
立
を
認
め
、
或
い
は
不
正
競
争
防
止
法
に
よ
り
営
業
者
の
利
益

保
護
の
必
要
あ
竺
（
讀
庄
＿
）
と
い
う
。
す
で
に
同
じ
見
解
は
竹
田
省
「
営
業
の
法
律
上
の
地
位
に
つ
い
て
」
（
頭
油

m麟
直
暉
』
）
に
現
わ

れ
、
他
方
前
掲
鳩
山
論
文
は
営
業
行
為
を
権
利
行
使
と
し
て
営
業
者
（
紅
口
）
が
隣
人
に
及
ぼ
す
影
響
（
輝
疇
畔
）
は
権
利
濫
用
即
ち
不
法
行
．

⑳‘ 

為
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
の
で
あ
り
松
本
添
治
「
会
社
の
営
業
譲
渡
を
論
ず
」
（
這
謬
這
戸
こ
蒻
記
臼
．
）
は
営
業
の
権
利
概

念
を
否
認
し
つ
つ
も
「
人
は
営
業
に
関
し
他
人
よ
り
侵
害
さ
れ
ざ
る
の
権
利
を
有
し
、
こ
の
権
利
は
不
法
行
為
の
目
的
た
り
う
る
」

CIx-
――

⑪
 

頂
）
と
述
べ
て
人
格
権
説
を
説
く
。
し
か
し
、
営
業
活
動
が
明
ら
か
に
私
法
上
の
権
利
と
し
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
こ
と
は
昭
和
期
に
入
っ

て
決
定
的
に
承
認
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
営
業
権
の
濫
用
は
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
問
題
と
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
民
法
七

0
九

条
が
存
す
る
以
上
、
営
業
の
保
護
、
特
に
不
正
競
争
の
防
止
の
た
め
に
営
業
を
権
利
と
し
て
構
成
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
営
業

⑲
 

権
を
認
め
る
と
き
は
、
不
正
競
争
に
お
け
る
加
害
者
の
行
為
は
権
利
行
使
と
な
り
忽
ち
権
利
濫
用
の
ケ
ー
ス
と
み
ら
れ
う
る
こ
と
に
な
る
。

尚
、
松
本
博
士
は
、
「
権
利
の
本
質
を
論
ず
」
（
醗
吟
漸
這
疇
二
転
巻
）
の
中
で
、
当
時
の
利
益
説
、
意
思
説
に
反
対
し
「
…
…
権
利
の
行
使

に
は
自
由
な
る
意
思
の
存
在
す
る
こ
と
を
要
す
：
・
自
由
と
は
行
動
の
拘
束
な
き
状
態
、
権
利
と
は
認
容
さ
れ
た
行
動
力
な
り
」
（
這
窄
諏
ー
）

と
い
い
徹
底
し
た
観
念
論
を
展
開
し
、
権
利
が
生
存
の
行
為
力
で
あ
っ
て
行
為
自
体
で
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
権
利
ほ
力
で
あ
っ
て
権
利
の

行
使
状
態
と
権
利
の
本
質
を
峻
別
し
よ
う
と
し
た
（
＇
紅
ー
）
。
か
く
て
、
権
利
行
使
の
態
様
を
問
題
と
す
る
権
利
濫
用
論
が
権
利
へ
の
伝

統
的
価
値
観
の
何
等
か
の
修
正
を
予
想
せ
し
め
る
以
上
、
彼
に
お
い
て
権
利
濫
用
論
は
採
用
し
が
た
い
も
の
に
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
、
例
え
ば
「
煤
煙
に
因
る
相
隣
者
間
の
権
利
侵
害
」
（
尋
碑
疇
文
噸
頑
止
鵡
5
訊
）
に
於
い
て
、
イ
ム
ミ
ッ
シ
ョ
ソ
の
事
例
を
権
利
侵
害
即

わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

九
四
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わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

不
法
行
為
と
し
て
把
握
し
、
被
害
者
に
侵
害
停
止
請
求
権
、

等
々
の

七
〇
九
条
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
を
是
認
し
つ
つ
も
、
権
利
濫
用
の
法
理

の
採
用
を
終
姶
回
避
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
彼
以
後
の
す
べ
て
の
学
説
が
、
こ
う
し
た
事
例
を
権
利
濫
用
理
論
で
解
決
し
て
き
た

こ
と
の
中
に

l

こ
の
頃
以
後
の
権
利
思
想
の
変
遷
に
照
応
さ
せ
る
と
き
1

権
利
濫
用
学
説
史
の
発
展
的
転
機
を
見
出
せ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ば
権
利
行
使
で
あ
っ
て
も
不
法
行
為
と
み
る
こ
と
を
説
く
松
本
「
註
釈
民
法
全
書
第
一
巻
」

牧
野
博
士
は
デ
ュ
．
ギ
イ
を
批
判
し
て
法
の
社
会
化
。
公
序
良
俗
思
想
を
展
開
し
た
（
転
蘇
畔
遵
＝
』
年
幻
韮
9
。
杉
山
「
デ
ュ
ギ
ー
の

権
利
否
認
論
の
批
判
」
（
亨
置
両
暉
庄
虹
芸
）
も
牧
野
説
へ
、
の
挑
戦
と
み
る
べ
き
で
は
な
く
末
弘
「
所
有
権
思
想
変
革
の
提
唱
」
（
証
”

、、、、

覧
邸
正
諜
釦
七
）
も
当
時
の
新
権
利
思
想
を
代
表
し
う
る
。
公
序
良
俗
規
定
は
法
律
機
能
の
最
下
限
を
示
し
反
社
会
性
を
有
す
る
社
会

現
象
の
発
生
を
防
圧
す
る
こ
と
に
よ
り
、
社
会
の
存
立
。
発
展
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
り
権
利
行
使
も
こ
れ
に
制
約
さ
れ
る
と
述
べ
た
末

川
「
民
法
第
九

0
条
に
つ
い
て
」
（
証
聾
直
叢
這
芸
亨
戸
九
）
は
、
市
民
法
上
の
私
権
自
由
を
、
底
権
の
社
会
性
か
ら
限
定
づ
け
よ
う
と
し

た
試
み
で
、
「
権
利
の
濫
用
に
関
す
る
一
考
察
」
＇
「
公
序
良
俗
の
概
念
」
（
年
翫
正
玉
紐
豆
嘩
即
匹
疇
亘
訊
題
）
と
共
に
、
そ
の
影
響
は
大
き
い
。

更
に
牧
野
「
権
利
の
観
念
の
転
回
に
つ
い
て
」
（
碑
丑
瞑
碑
吃
冦
謬
ゴ
琴
i
)
、
更
に
、
権
利
行
使
に
よ
り
他
人
に
損
害
を
与
え
て
も
不
法

行
為
に
な
ら
な
い
が
そ
の
適
法
の
限
度
を
こ
え
る
と
き
は
権
利
濫
用
と
す
る
入
江
真
太
郎
「
不
法
行
為
論
」
(
[
年
↑
―
.
―
畔
吠
年
）
七
四
ー

応
‘
同
じ
見
解
に
立
つ
中
島
弘
道
「
民
法
通
論
」
（
駄
廷
配
年
年
）
ニ
ニ
頁
以
下
、
牧
野
上
掲
論
文
を
踏
襲
し
た
岡
松
参
太
郎
「
権
利
の

観
念
に
対
す
る
一
考
察
」
（
碑
叶
●
研
匝
嘩
年
蜘
9
‘
権
利
行
使
自
由
の
原
則
の
歴
史
的
相
対
性
を
説
き
近
時
の
傾
向
と
し
て
権
利
の
社
会

大
正
一
四
年
ー
特
に
、

n

的
目
的
性
乃
至
権
利
の
行
使
義
務
を
指
摘
し
、
シ
カ
ー
ネ
に
限
つ
て
濫
用
を
認
め
た
岩
田
「
日
本
民
法
総
論
」
（
三
七
ー
八
頁
参
照
）
ヵ

害
目
的
だ
け
で
権
利
を
行
使
す
る
の
は
公
序
良
俗
違
反
で
あ
っ
て
法
の
保
護
に
値
せ
ず
、
従
っ
て
そ
れ
が
不
法
行
為
の
要
件
を
具
備
す
れ

厳
松
堂
・
大
正
一
五
年
ー
特
に
七
-
‘

石
ー
八
頁
、
第
一
版
明
治
四
0
年

九
五
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す
べ
て
が
一
九
世
紀
的
権
利
思
想
へ
の
反
省
と
い
う
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
。
末
川
博
士
の
「
権
利
の
濫
用
」

に
つ
い
て
」
等
々
の
貴
重
な
先
駆
者
的
研
究
も
こ
こ
で
あ
げ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

「
イ
ム
ミ
シ
ッ
ヨ
ン

か
く
て
、
大
正
後
期
か
ら
昭
和
期
に
か
け
て
、
わ
れ
わ
れ
は
権
利
濫
用
理
論
が
単
な
る
私
権
相
互
間
の
衝
突
の
調
整
の
要
具
た
る
よ
り

も

l
そ
の
基
底
に
あ
っ
た
私
権
行
使
自
由
の
社
会
的
被
制
約
性
の
認
識
に
つ
き
る
の
で
は
な
く
ー
超
個
人
的
な
社
会
或
い
は
公
序
と

最
早
、

い
う
概
念
の
援
用
、
そ
し
て
こ
の
社
会
乃
至
公
序
か
ら
の
限
定
又
は
制
約
を
権
利
に
内
在
す
る
本
質
的
性
格
と
み
る
こ
と
が
行
わ
れ
、
か

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

く
て
権
利
濫
用
は
権
利
本
来
の
社
会
的
性
格
に
反
す
る
権
利
行
使
の
態
様
で
あ
る
ー
不
法
行
為
そ
の
も
の
で
あ
る
ー
ー
と
い
う
発
想
が

、
、
、
、

の
名
で
制
限
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
他
人
の
権
利
を
た
ま
た
ま
害

確
立
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

権
利
行
使
が
「
濫
用
」

し
た
た
め
に
被
害
者
の
救
済
を
1

便
宜
的
に
で
も
1

考
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
権
利
行

使
の
態
様
は
権
利
の
本
質
的
性
格
に
照
し
て
む
し
ろ
違
法
行
為
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
転
機
は
、
従
来
か
ら
維
持
さ
れ
て
き
た
法
律
行
為
乃
至
私
法
自
治
に
関
す
る
原
則
へ
の
実
証
的
綜
合
的
研
究
に
よ
る
反
省
を

促
進
し
た
。
岡
松
参
太
郎
「
無
過
失
損
害
賠
償
責
任
論
」
（
吠
畔
-
)
、
我
妻
「
判
例
よ
り
見
た
る
公
の
秩
序
善
良
の
風
俗
」
（
韮
繹
這
5
畔
I

邸
雲
頭
多
、
前
掲
末
川
「
権
利
の
濫
用
」
・
入
江
「
不
法
行
為
論
」
等
は
そ
う
し
た
時
代
の
動
き
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
鳩
山
「
債

権
法
に
於
け
る
信
義
誠
実
の
原
則
」
（
碑
憚
虚
仁
犀
た
固
デ
芦
i
.
）
は
、
そ
の
「
日
本
民
法
総
論
」
（
土
戸
-
)
が
権
利
の
行
使
は
最
早
無
制
限

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
．
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

で
な
く
「
個
人
的
理
由
だ
け
で
も
社
会
的
理
由
だ
け
で
も
な
く
、
公
序
良
俗
に
よ
っ
て
権
利
は
是
認
さ
れ
る
」
故
に
「
権
利
の
濫
用
は
権

利
の
範
囲
を
こ
え
た
違
法
行
為
で
あ
る
」
（
虹
g
翌
韮
暉
戸
項
）
と
述
べ
た
こ
と
と
相
侠
つ
て
、
権
利
思
想
乃
至
権
利
濫
用
理
論
の
転
機
を

代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
つ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。

か
く
て
昭
和
期
に
入
る
頃
に
、
わ
が
民
法
学
界
に
於
い
て
権
利
濫
用
理
論
は
民
法
解
釈
原
理
と
し
て
一
般
の
承
認
を
得
た
の
で
あ
り
、

わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

九
六
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わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

濫
用
の
標
識
を
何
に
求
め
る
か
は
一
様
で
な
く
、
従
っ
て
濫
用
理
論
の
法
技
術
的
構
成
は
そ
の
後
の
学
説
。
判
例
に
よ
り
発
展
せ
し
め
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
濫
用
理
論
は
権
利
の
本
質
的
性
格
た
る
社
会
性
。
公
共
性
に
よ
っ
て
当
然
可
能
で
あ
る
と
い
う
発
想

が
確
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
法
原
理
の
法
技
術
的
構
成
が
未
熟
で
あ
っ
た
と
き
、
す
で
に
法
理
論
的
構
成
の
み
が
早
く
も
支
配
的
に

樹
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
＾
ラ
ド
ッ
ク
ス
は
、
元
来
こ
の
理
論
の
形
成
と
権
利
公
共
性
の
思
想
が
外
国
か
ら
の
移
入
に
よ
っ
た

と
い
う
こ
と
、

し
か
も
法
技
術
的
構
成
だ
け
は
特
殊1
1

具
体
的
に
日
本
社
会
の
現
実
の
中
か
ら
ー
|
'
特
に
判
例
法
に
よ
っ
て
—
|
＇
築
か
れ

る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、

に
よ
つ
て
説
明
の
つ
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

九
七

⑯
す
で
に
こ
の
前
年
に
同
誌
第
三
巻
―
一
号
に
佐
々
木
「
公
権
と
私
権
」
が
発
表
さ
れ
て
い
た
が
、
専
ら
観
念
論
の
立
場
に
終
始
し
た
た
め
、
後
半

（
一
六
一
三
ー
五
頁
）
で
、
公
権
と
私
権
と
が
互
い
に
関
係
し
合
う
こ
と
は
学
者
の
注
意
を
促
し
て
い
な
い
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
指
摘
を
試
み
て
い

、
、
、
、
、

る
に
か
か
わ
ら
ず
、
重
要
で
あ
る
と
い
う
説
論
の
根
拠
が
不
明
で
あ
る
。
彼
は
、
公
権
と
私
権
は
互
い
に
影
轡
し
合
う
こ
と
（
た
と
え
ば
訴
権
の
よ
う

に
私
権
は
公
権
に
よ
っ
て
効
果
を
完
全
な
も
の
と
し
、
被
選
挙
権
の
よ
う
に
個
人
の
財
産
権
が
公
権
の
条
件
に
な
り
う
る
こ
と
等
）
、
公
権
の
行
使
が

私
権
発
生
の
原
因
に
な
り
う
る
こ
と
（
国
家
の
許
可
行
為
に
よ
り
鉱
業
権
等
が
発
生
）
、
公
権
が
私
権
に
転
化
す
る
こ
と
（
徴
税
権
が
、
納
税
者
の
破

産
ー
私
法
上
の
債
権
に
転
化
す
る
な
ど
）
、
を
述
べ
る
に
す
ぎ
な
い
。
た
だ
、
同
誌
次
号
の
佐
々
木
「
公
法
に
よ
る
民
事
法
系
の
変
形
」
（
フ
ラ
イ
ネ
ル

博
士
の
論
文
の
大
要
）
が
紹
介
さ
れ
た
こ
と
に
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
公
権
と
私
権
を
対
立
的
に
把
握
し
、
前
者
の
優
位
を
指
摘
し
た
こ
と
は
、

|
＇
そ
こ
で
は
、
公
法
学
者
と
し
て
の
法
源
論
が
展
開
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
が
ー
、
私
法
法
域
や
乱
権
が
永
遠
絶
対
の
も
の
で
な
く
、
国
家
権
力
を

背
景
に
し
て
の
み
考
察
の
対
象
に
な
り
う
る
と
い
う
自
明
の
、
し
か
し
十
分
気
付
か
れ
て
い
な
か
っ
た
、
権
利
観
念
を
明
示
し
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
限
り
で
、
国
家
社
会
の
名
に
於
い
て
私
権
行
使
の
絶
対
性
を
是
正
し
て
い
こ
う
と
す
る
新
権
利
思
想
の
一
契
機
で
あ
っ
た
と
い
い
う
る
か
も
し
れ

な
い
。

⑪
岡
村
「
権
利
否
定
論
」
は
、
国
家
が
政
治
社
会
で
個
人
の
集
団
で
あ
り
、
個
人
を
離
れ
て
国
家
ほ
存
し
な
い
こ
と
（
六
頁
）
、
し
か
し
個
人
の
自
由

な
権
利
を
認
め
る
と
国
家
社
会
は
解
体
し
闘
争
の
湯
と
化
す
こ
と
（
五
頁
）
、
社
会
連
帯
よ
り
生
ず
る
行
為
則
が
権
威
を
与
え
ら
れ
て
い
れ
ば
十
分
で
、
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権
利
観
念
は
社
会
上
・
法
律
上
無
用
だ
（
七
ー
八
頁
）
と
す
る
が
、
立
論
の
プ
ロ
セ
ス
が
明
確
で
な
い
。
同
様
の
欠
陥
が
あ
る
が
「
法
律
の
活
用
」
に

於
い
て
は
、
法
の
解
釈
と
適
用
に
於
け
る
具
体
的
妥
当
性
重
視
の
必
要
を
強
調
し
、
立
木
所
有
権
の
取
得
に
つ
き
、
明
認
行
為
を
権
利
取
得
の
対
抗
要

件
と
し
て
認
め
た
大
審
院
判
決
（
三
八
年
二
月
一
三
日
）
を
支
持
し
て
い
る
。
裁
判
官
は
、
法
律
に
規
定
の
な
い
事
項
に
つ
き
、
「
社
会
的
・
経
済
的
事
由

を
考
慮
し
て
裁
判
し
て
い
い
」
の
で
あ
り
、
類
似
規
定
・
条
理
は
そ
の
際
重
き
を
な
す
べ
き
で
あ
り
、
法
典
崇
拝
を
排
撃
す
る
ぺ
き
だ
と
説
き
、
自
由

法
学
の
立
場
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
解
釈
学
上
の
立
場
が
、
権
利
濫
用
理
論
生
成
へ
の
可
能
性
を
ひ
ら
い
た
こ
と
勿
論
で
あ
る
。

⑲
大
正
三
年
四
月
二
三
日
大
審
院
第
一
民
事
部
判
決
。
商
品
販
売
の
受
託
者
は
、
脅
迫
に
よ
り
そ
の
販
売
を
停
止
せ
し
め
た
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
請

求
権
を
有
す
る
が
、
委
託
者
も
、
委
託
販
売
に
よ
り
得
べ
き
利
益
を
失
っ
た
限
り
に
於
い
て
同
様
の
権
利
を
有
す
と
し
た
も
の
。
本
判
決
ほ
、
営
業
に

対
す
る
私
法
上
の
権
利
（
営
業
権
）
を
み
と
め
、
従
っ
て
七

0
九
条
に
よ
り
不
法
行
為
に
な
る
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
石
坂
論
文
で
は
、
営
業
権
は
、

日
本
民
法
上
、
存
在
し
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
わ
が
民
法
で
は
人
格
そ
の
も
の
を
保
護
す
る
人
格
権
、
特
別
法
で
精
神
的
創
出
物
を
客
体
と
し

て
み
と
め
ら
れ
る
無
体
財
産
権
、
の
何
れ
に
も
な
り
え
な
い
と
い
う
（
一
―
九
頁
）
。

⑲

七

0
九
条
の
解
釈
と
し
て
も
、
権
利
侵
害
な
き
不
法
行
為
を
認
め
よ
う
と
し
た
こ
と
は
、
違
法
性
に
種
々
の
段
階
の
存
す
べ
き
こ
と
を
説
い
た
こ
と

に
な
り
劃
期
的
な
見
解
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

⑳
⑪
営
業
行
為
主
体
を
一
の
権
利
主
体
と
み
る
と
き
は
、
そ
の
行
為
ほ
営
業
権
（
の
行
使
）
と
な
る
。
従
っ
て
、
石
坂
・
竹
田
論
文
が
認
め
な
か
っ
た

営
業
権
の
存
在
は
、
営
業
主
体
が
被
害
者
で
な
く
加
害
者
で
あ
る
湯
合
に
か
ぎ
り
、
鳩
山
論
文
で
是
認
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
松
本
論
文
で
は
そ
れ
が

被
害
者
の
場
合
で
も
、
権
利
主
体
で
あ
り
う
る
と
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
前
者
で
は
、
営
業
権
が
い
か
な
る
種
類
の
権
利
な
の
か
明
ら
か

で
な
く
、
後
者
で
は
、
営
業
に
関
す
る
人
格
権
の
―
つ
で
あ
る
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
。
資
本
主
義
社
会
の
法
秩
序
で
、
営
業
者
の
地
位
が
権
利
主
体

と
し
て
の
構
成
を
要
求
さ
れ
る
の
は
、
営
業
活
動
が
私
法
上
の
財
産
行
為
だ
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
営
業
権
は
、
人
格
権
と
し
て
で
な
く
財
産
権
と
し

て
構
成
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
と
共
に
、
自
由
競
争
を
展
開
し
て
い
く
上
に
他
か
ら
の
不
法
侵
害
を
防
禦
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
権
利
と
し
て

の
構
成
は
、
被
害
者
状
況
に
お
い
て
促
進
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
傾
向
は
昭
和
期
に
入
っ
て
具
体
的
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

⑲
営
業
を
権
利
と
し
て
ど
こ
ま
で
構
成
し
う
る
か
の
問
題
は
昭
和
期
に
入
っ
て
、
民
・
商
法
学
者
が
重
視
し
た
問
題
の
一
っ
だ
っ
た
と
い
え
る
が
こ
こ

で
は
深
く
立
入
ら
な
い
。
前
註
に
述
べ
た
よ
う
に
、
権
利
侵
害
の
主
体
又
は
客
体
‘
—
ー
特
に
客
体

1

と
し
て
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実
際
的
必

わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

九
八
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わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
｀
て
の
一
考
察

九
九

要
の
た
め
に
、
判
例
・
学
説
の
関
心
が
む
け
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
七

0
九
条
の
権
利
侵
害
が
、
次
第
に
、
違
法
に
他
人
を
害
す
る
こ
と
で
足
り
る
と
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
営
業
権
の
本
質
は
何
で
あ
れ
、
と
に
か
く
右
の
実
際
的
生
活
の
必
要
に
応
じ
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
大
正
一
四
年
―
一
月

ニ
八
日
の
大
審
院
判
決
「
大
学
の
湯
」
事
件
は
特
に
有
名
で
あ
る
。
不
正
競
争
防
止
法
は
昭
和
九
年
の
制
定
で
あ
り
、
商
棟
法
等
の
他
の
商
事
立
法
と

共
に
、
営
業
を
一
の
正
当
な
利
益
1
1
権
利
と
し
て
保
護
し
、
学
者
も
こ
れ
を
一
種
の
財
産
権
と
み
る
こ
と
に
一
致
す
る
よ
う
に
な
っ
た
C

村
上
「
商
号

権
保
護
と
不
正
競
争
防
止
法
」
（
法
学
新
報
五

0
巻
二
五
六
頁
以
下
）
が
、
フ
ラ
ン
ス
の
不
法
行
為
法
で
は
、
権
利
侵
害
の
要
件
が
規
定
さ
れ
て
い
な

い
が
争
わ
れ
て
い
る
に
対
し
、
わ
が
民
法
で
は
、
権
利
侵
害
の
朋
文
が
あ
，
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
要
否
が
争
わ
れ
て
い
る
と
対
照
さ
せ
た
の
は
興
味

あ
る
こ
と
で
あ
り
、
わ
が
七

0
九
条
の
権
利
侵
害
の
解
釈
の
前
述
の
よ
う
な
動
向
と
、
権
利
観
が
フ
ラ
ン
ス
と
異
る
事
実
と
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
で

あ
る
。
尚
、
フ
ラ
ン
ス
の
判
例
は
、
不
正
競
争
に
つ
き
、
権
利
侵
害
の
存
否
を
問
題
と
せ
ず
、
権
利
濫
用
理
論
の
適
用
が
可
能
か
ど
う
か
を
問
題
に
す

る
と
い
わ
れ
る
（
二
五
九
頁
）
。

⑬
杉
山
博
士
は
牧
野
博
士
の
見
解
を
通
説
と
し
（
一
四
八
一
頁
）
、
そ
れ
に
従
っ
て
博
士
も
、
デ
ュ
ギ
ー
が
権
利
及
び
権
利
主
体
た
る
人
格
の
制
度
を

否
認
す
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
た
だ
、
所
論
の
後
半
（
一
七
八
七
頁
以
下
）
で
、
デ
ュ
ギ
ー
の
理
論
は
「
相
対
的
意
義
に
於
い
て
考
え
る
と
妥
当
な
処

あ
り
」
と
し
、
デ
ュ
ギ
ー
は
社
会
連
帯
の
職
分
乃
至
人
の
社
会
的
義
務
を
権
利
に
先
行
さ
せ
て
い
る
だ
け
で
、
絶
対
的
に
権
利
を
否
認
し
た
り
、
義
務

本
位
を
主
張
し
た
の
で
は
な
い
と
評
価
し
、
そ
の
限
り
で
肯
定
し
て
い
る
（
一
七
九

0
頁
）
。
こ
う
し
た
評
価
の
中
に
、
私
権
絶
対
自
由
へ
の
、
博
士

自
身
の
批
判
が
よ
ま
れ
る
の
で
あ
る
。

＠
こ
の
少
し
前
に
、
小
島
「
権
利
の
行
使
と
濫
用
」
（
法
学
新
報
三

0
巻
六
号
）
が
あ
り
、
鳩
山
「
日
本
民
法
総
論
」
三
八
頁
、
明
治
末
に
も
ど
る
が

松
本
「
人
・
法
人
・
及
び
物
」
七
八
頁
等
々
、
一
般
に
、
民
法
概
説
書
、
不
法
行
為
論
、
等
で
権
利
濫
用
が
重
要
テ
ー
マ
と
し
て
当
然
の
如
く
に
と
り

あ
げ
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
注
意
さ
れ
て
よ
い
。
こ
の
頃
の
末
川
博
士
の
研
究
は
、
ロ
ー
マ
法
の
不
法
行
為
か
ら
比
較
法
的
・
歴
史
的
に
実
証
的
研
究
に

ま
た
が
り
、
大
正
後
期
以
後
、
権
利
濫
用
論
が
わ
が
法
学
界
で
市
民
権
を
か
く
と
く
し
、
解
釈
学
上
の
重
要
な
基
本
的
原
則
と
し
て
承
認
さ
れ
る
に
い

た
っ
た
の
は
実
に
博
士
の
研
究
成
果
を
も
と
に
し
て
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
は
、
次
に
述
べ
る
石
田
博
士
の
業
績
も
直
接
間
接
に
末
川
博

士
の
研
究
を
背
景
に
し
て
の
み
評
価
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
、
わ
が
権
利
濫
用
学
説
は
主
に
末
川
博
士
の

手
で
構
築
さ
れ
て
い
る
と
い
つ
て
過
言
で
な
い
。
博
士
の
研
究
で
既
述
以
外
の
も
の
は
、
一

0
一
頁
を
参
照
の
こ
と
。
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石
田
文
次
郎
「
現
行
民
法
総
論
」
（
筵
5
年
年
）
は
、

⑮
 

期
で
は
あ
っ
た
が
次
の
よ
う
な
意
味
で
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
権
利
を
「
生
活
利
益
享
受
の
た
め
の
法
律
上
の
保

護
手
段
」

(--[i)
と
し
、
「
元
来
蕊
躯
か
な
資
師
梃
釈
蕊
衛
叔
菱
粉
が
定

5
L
かぶ
D
（
畔
翌
彗
疇
寝
）
…
…
義
務
は
他
人
の

た
め
、
社
会
の
た
め
と
い
う
利
他
的
性
質
を
も
ち
…
…
義
務
を
命
じ
る
反
面
に
権
利
が
付
与
さ
れ
て
い
る
筈
で
あ
り
、
こ
の
権
利
の
方
面

を
捉
え
て
法
律
体
系
を
樹
立
し
て
い
る
の
が
現
行
民
法
で
あ
る
」
(
-
h

エ
ー
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
法
律
が
義
務
本
位
に
又
は

「
個
我
の
自
覚
の
時
代
は
権
利
本
位
に
な
る
」
が
近
時
の
社
会
事
情
変
遷

四、

結

語

わ
が
国
権
利
濫
用
の
ケ

「
こ
こ
に
団
体
的
強
制
の
原
理
に
よ
る
統
制
が
必
要
に
な
っ

当
時
の
民
法
教
科
書
乃
至
概
説
書
が
権
利
濫
用
を
と
り
あ
げ
る
よ
う
に
な
っ
た
時

つ
ま
り

権
利
本
位
に
つ
く
ら
れ
る
の
は
各
時
代
の
要
請
に
よ
る
と
し
、

、
、
、
、
、
、
、
、

に
よ
り
私
法
の
内
で
も
公
法
的
千
渉
の
導
入
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

た
」
（
配
＿
二
）
。
「
権
利
行
使
は
意
思
主
体
の
自
由
で
あ
り
権
利
行
使
義
務
は
日
本
民
法
上
存
し
な
い
」
が
「
独
占
を
狙
う
よ
う
な
こ
と
は

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

法
律
が
権
利
を
付
与
し
た
目
的
に
反
す
る
か
ら
、
土
地
所
有
権
の
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
は
ド
イ
ツ
憲
法
一
五
五
条
に
倣
つ
て
行
使
義
務

を
課
す
べ
き
だ
」
U

却
i

|
）
。
か
く
て
著
者
は
私
権
が
社
会
共
同
の
利
益
に
し
た
が
う
べ
き
だ
と
す
る
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
後
、
権
利

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

濫
用
禁
止
の
た
め
に
多
数
頁
を
さ
き
、
権
利
の
社
会
的
経
済
的
目
的
に
反
す
る
行
使
は
権
利
内
容
を
超
脱
し
た
権
利
行
使
即
権
利
濫
用
で

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
三
ニ
ー
一
。

三
頁

あ
り
、
加
害
目
的
以
外
に
も
生
じ
う
る
と
述
べ
る

ざ
る
か
否
か
を
客
観
的
に
考
慮
し
て
濫
用
の
存
否
を
決
す
べ
し
」
（
声
四
）
と
い
い
、

象
と
す
る
（
い
和
圃
か
這

g
岳
ふ
配
翫
翌
暉
廷
8
3
5
話
巽
）
。
「
権
利
濫
用
理
論
は
個
人
本
位
の
民
法
を
社
会
本
位
の
民
法
に
進
め

る
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
」
（
声
七
）
。
最
後
に
彼
は
わ
が
判
例
法
上
の
権
利
濫
用
を
詳
細
に
列
記
し
て
、

わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

「
具
体
的
の
権
利
行
使
が
法
の
目
的
、
権
利
法
定
の
精
神
に
反
せ

ゎ
炉
密
雰
広
第
か
6
寃
弐
釈
咎
獣
な
い
で
梃

1
0
0
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わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

1
0
 

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

昭
和
期
の
学
説
史
の
詳
細
の
検
討
は
略
す
る
が
、
と
も
角
も
わ
が
権
利
濫
用
学
説
史
の
発
展
方
向
は
、
具
体
的
な
権
利
濫
用
成
立
の
標

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

識
か
ら
権
利
思
想
の
転
回
を
自
覚
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
所
謂
社
会
本
位
の
原
理
乃
至
社
会
公
共
の
団
体
的
利
益
の
優
位
を
実

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

現
す
る
も
の
と
し
て
権
利
濫
用
理
論
を
正
当
化
・
価
値
づ
け
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に
在
っ
た
。
私
権
相
互
間
の
衝
突
の
社
会
的
調
整
の

ー
ス
を
わ
が
国
の
民
法
独
自
の
問
題
と
し
て
把
握
し
う
る
可
能
性
を
実
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。
権
利
濫
用
に
関
す
る
わ
が
国
の
主
要
研
究

も
列
記
さ
れ
て
お
り
、
権
利
濫
用
理
論
が
外
国
の
そ
れ
の
紹
介
模
倣
の
域
を
脱
し
て
、
わ
が
民
法
学
の
一
般
的
体
系
に
組
み
入
れ
ら
れ
つ

つ
独
自
の
立
場
か
ら
理
論
的
技
術
的
構
成
を
与
え
ら
れ
た
1

或
い
は
少
く
と
も
与
え
ら
れ
る
可
能
性
を
得
た
ー
の
は
同
書
に
因
る
と

い
つ
て
過
言
で
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
彼
以
後
、
公
共
の
福
祉
を
濫
用
理
論
の
窮
極
の
指
椰
に
し
よ
う
と
す
る
発
想
は
ま
す
ま
す
著

⑮
 

し
く
な
っ
た
と
い
つ
て
い
い
の
で
あ
る
。

要
具
と
し
て
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
そ
の
本
来
の
使
命
は
、
か
く
て
昭
和
期
に
は
「
公
共
の
福
祉
」
に
奉
仕
す
べ
き
だ
と
い

⑰
 

う
こ
と
に
お
き
か
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
わ
が
権
利
濫
用
理
論
発
展
の
特
質
は
、
更
に
時
代
の
進
運
と
末
川
博
士
等
の
代
表
的
学
説
に
よ
っ
て
決
定
的
と
な
っ
た
。
末

川
「
権
利
侵
害
論
」
（
繹
認
虹
其
畔
昨
這
g
項
）
「
不
法
行
為
並
権
利
濫
用
の
研
究
」
（
豆
）
「
民
法
上
の
諸
問
題
」
（
年
-
)
「
判
例
民
法
研

究
（
↑
-
）
等
参
照
。
そ
し
て
戦
後
の
民
法
第
一
条
に
於
い
て
公
共
の
福
祉
優
位
と
権
利
濫
用
禁
止
と
は
同
一
理
念
を
表
わ
す
も
の
と
し
て

成
文
化
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
多
く
の
学
者
も
こ
れ
を
当
然
自
明
の
こ
と
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
権
利
濫
用
理
論
に
対
す
る
価

値
観
は
、
す
で
に
大
正
期
以
来
の
わ
が
民
法
学
者
を
支
配
し
た
特
殊
1
1
歴
史
的
な
発
想
の
帰
結
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
明
白
な
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
独
占
資
本
主
義
諸
国
ー
ー
特
に
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
'
|
ー
に
普
及
し
た
、
個
人
に
対
す
る
社
会
1
1
団
体
の
優
位
の
思
想
が
移

入
さ
れ
、
私
権
の
社
会
的
被
制
約
性
の
認
識
に
素
朴
に
結
合
し
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
権
利
濫
用
理
論
の
法
技
術
的
機
能
が
、
公
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命
が
公
共
の
福
祉
理
念
乃
至
社
会
国
家
の
精
神
に
不
可
分
に
結
合
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
は
、
冦
権
の
社
会
的
被
制
約
性
乃
至
社
会
性

が
要
求
さ
れ
る
の
は
「
公
共
の
福
祉
」
の
た
め
だ
と
い
う
思
想
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、

の
対
立
の
調
整
に
不
可
欠
的
に
必
要
な
の
か
ど
う
か
は
反
省
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
特
殊
1
1
歴
史
的
な
発
想
に
立
つ
限

り
、
権
利
濫
用
理
論
は
、
叙
権
相
互
間
の
衝
突
・
対
立
の
調
整
と
い
う
従
来
の
社
会
的
機
能
を
剥
奪
さ
れ
て
、
独
占
の
段
階
に
於
け
る
資

、
、
、
、
、
、
、

本
主
義
統
治
権
力
の
社
会
的
機
構
の
保
持
に
奉
仕
す
る
ー
よ
り
大
き
い
利
益
追
求
の
権
利
の
方
を
保
護
す
る
こ
と
に
よ
り
1

と
い
う

⑮
 

機
能
を
営
む
も
の
に
な
っ
た
、
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
社
会
共
同
の
利
益
」
を
私
権
行
使

⑮
こ
の
こ
と
は
註
⑭
で
す
で
に
指
摘
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
昭
和
年
代
に
な
る
と
、
ま
す
ま
す
こ
の
傾
向
が
一
般
的
に
な
っ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
権
利

濫
用
理
論
は
民
法
の
基
本
的
一
般
的
な
解
釈
理
論
に
な
っ
て
き
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
す
で
に
あ
げ
た
文
献
の
他
に
、
た
と
え
ば
、
斎
藤
「
日
本
民

法
講
義
・
総
則
」
は
、
社
会
全
体
の
利
益
の
た
め
に
当
然
個
人
の
権
利
の
自
由
は
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
述
べ
（
三
ー
四
頁
）
、
権
利
行
使

に
関
す
る
一
原
則
と
し
て
権
利
濫
用
即
不
法
行
為
の
理
論
を
あ
げ
て
い
る
（
二
六
頁
）
。
小
松
泰
馬
「
法
律
学
概
論
」
（
昭
和
八
年
）
も
、
第
二
篇
第
一

部
財
産
法
の
「
権
利
侵
害
」
の
項
で
「
権
利
侵
害
に
伴
う
損
害
賠
償
責
任
問
題
に
よ
っ
て
、
現
代
私
法
上
、
権
利
無
制
限
性
か
ら
生
じ
る
権
利
濫
用
の

結
果
に
対
処
で
き
る
」
と
い
う
(

1

1

一
四
ー
五
頁
）
。
末
弘
「
物
権
法
・
上
」
三
二
七
頁
や
、
鳩
山
「
日
本
民
法
総
論
」
（
三
八
頁
）
、
穂
積
「
民
法
総

論
」
七
二
頁
以
下
等
々
何
れ
も
、
私
権
に
、
社
会
性
が
本
質
的
に
内
在
す
る
と
い
う
考
え
方
に
従
っ
て
権
利
濫
用
論
を
根
拠
づ
け
て
い
る
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。
た
だ
「
公
共
の
福
祉
」
と
い
う
公
的
且
つ
超
私
益
的
価
値
を
表
わ
す
語
は
ま
だ
援
用
さ
れ
て
い
な
い
。

⑯
⑰
こ
の
石
田
「
現
行
民
法
総
論
」
の
態
度
は
「
公
共
の
福
祉
」
と
い
う
言
葉
こ
そ
用
い
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、

公
共
優
位
・
団
体
優
位
の
原
則
が
、

寇
権
相
互

共
の
福
祉
の
実
現
に
当
然
に
は
結
び
つ
く
も
の
で
な
い
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
は
、
本
稿
の
学
説
史
の
素
描
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
と
考
え

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

る
。
権
利
濫
用
理
論
は
ー
わ
が
国
で
は
少
く
と
も
1

私
権
行
使
の
個
人
性
・
自
由
性
と
い
う
市
民
法
的
な
原
理
を
前
提
と
し
且
つ
こ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

れ
を
貫
く
た
め
に
、
単
に
私
権
相
互
間
の
衝
突
・
対
立
の
調
整
の
機
能
を
期
待
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
り
公
共
の
福
祉
と
い
う
公
的
且
つ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ヽ
ヽ
．
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

超
浪
益
的
価
値
を
実
現
す
る
こ
と
は
本
来
は
目
的
外
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
新
民
法
下
の
現
代
で
、
権
利
濫
用
理
論
の
こ
の
よ
う
な
使

わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

1
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わ
が
国
に
お
け
る
権
利
濫
用
理
論
の
特
質
に
つ
い
て
の
一
考
察

自
由
の
法
目
的
と
し
]
む
し
ろ
私
権
行
使
義
務
を
提
唱
し
、
社
会
本
位
の
法
律
原
理
に
立
つ
ぺ
き
だ
と
主
張
す
る
の
で
あ
り
私
権
は
「
公
共
の
福
祉
」

に
し
た
が
う
べ
き
で
権
利
濫
用
禁
止
の
原
則
は
自
明
の
も
の
だ
、
と
い
う
現
代
の
通
説
の
発
想
が
完
全
に
形
造
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
め
ぬ
わ
け
に
い

か
な
い
。
そ
の
後
、
戦
時
統
制
経
済
の
形
成
と
そ
の
法
規
制
を
支
え
る
国
家
主
義
・
全
体
主
義
の
法
理
念
と
は
、
右
の
よ
う
な
、
国
家
乃
至
団
体
の
優

位
の
思
想
を
ま
す
ま
す
強
化
し
、
且
つ
そ
の
限
り
で
は
右
の
「
社
会
共
同
の
利
益
」
と
い
う
合
理
的
資
本
主
顔
的
な
客
観
的
標
識
を
非
合
理
的
政
治
的

価
値
に
傾
斜
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
学
説
・
判
例
も
、
こ
う
い
う
時
運
に
影
轡
さ
れ
、
今
日
の
公
共
の
福
祉
的
理
念
の
発
想
は
ま
す
ま
す
生
長
せ
し

め
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
戦
時
下
及
び
戦
後
の
学
説
は
こ
こ
で
ほ
検
討
す
る
余
裕
が
な
い
。

⑱
そ
し
て
、
現
に
少
数
の
学
者
に
よ
っ
て
、
近
代
の
権
利
濫
用
理
論
の
社
会
的
機
能
の
、
こ
の
よ
う
な
特
質
に
つ
い
て
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た

と
え
ば
、
戒
能
教
授
は
い
う
「
権
利
は
小
さ
く
濫
用
す
れ
ば
権
利
濫
用
に
な
る
け
れ
ど
も
、
大
き
く
濫
用
す
れ
ば
、
権
利
濫
用
で
な
い
の
み
か
そ
濫

用
の
被
害
者
（
た
と
え
ば
、
大
都
市
又
は
そ
の
近
郊
の
住
民
）
に
よ
っ
て
す
ら
光
栄
で
あ
り
、
名
誉
で
あ
り
、
感
謝
す
べ
き
恩
恵
で
あ
る
と
さ
え
解
釈

、、、、、

さ
れ
て
い
る
。
」
大
企
業
や
大
施
設
は
、
そ
の
影
蓉
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
「
そ
の
土
地
の
人
々
に
と
つ
て
の
名
誉
で
あ
る
こ
と
に
は
、
決

ヽ
3

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
て
変
り
が
な
い
の
で
あ
る
。
」
か
く
て
「
大
き
い
権
利
濫
用
は
、
と
も
す
れ
ば
公
共
の
福
祉
で
あ
る
。
」
教
授
は
「
権
利
」
の
定
義
や
「
権
利
濫
用
」

論
形
成
の
歴
史
的
根
拠
に
ふ
れ
た
後
、
「
権
利
濫
用
と
い
う
考
え
方
は
、
こ
の
よ
う
に
決
し
て
文
字
通
り
の
意
味
で
の
公
共
の
福
祉
を
目
ざ
す
も
の
で

は
あ
り
え
な
か
っ
た
。
」
「
権
利
濫
用
と
公
共
の
福
祉
と
は
、
い
い
か
た
を
変
え
て
い
る
と
い
う
も
の
の
、
実
質
的
に
は
同
一
物
で
あ
る
こ
と
が
圧
倒

、
、
、
、
、
、
、

的
に
多
い
の
で
は
な
い
か
。
」
と
し
て
、
「
権
利
濫
用
論
そ
の
も
の
が
、
実
は
権
利
濫
用
論
で
は
な
く
、
あ
る
特
定
の
権
利
の
伸
張
論
で
あ
っ
た
こ
と
自

体
、
こ
の
理
論
の
矛
盾
が
あ
る
の
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
（
法
律
時
報
第
三

0
巻
一

0
号
四
ー
七
頁
）
。
個
人
の
、
私
権
行
使
の
自
由
を
制
限
す
る
権

利
濫
用
理
論
が
本
来
、
社
会
公
共
の
福
祉
と
無
縁
で
あ
っ
た
こ
と
、
資
本
主
義
機
構
の
維
持
と
安
全
の
た
め
に
、
「
公
共
の
福
祉
」
理
念
が
登
湯
し
て

き
た
と
き
、
た
ま
た
ま
「
私
権
の
公
共
性
」
—
ー
個
人
に
対
す
る
社
会
公
共
の
優
位
ー
ー
の
価
値
観
が
、
権
利
濫
用
論
に
結
合
せ
し
め
ら
れ
た
の
だ
と

い
う
こ
と
、
従
っ
て
、
公
共
の
福
祉
の
理
念
と
、
権
利
濫
用
禁
止
の
原
則
と
を
同
一
方
向
で
把
え
た
瞬
間
か
ら
、
権
利
濫
用
理
論
は
本
来
の
使
命
を
は

な
れ
て
、
資
本
主
羨
機
構
の
維
持
に
奉
仕
す
る
要
具
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
も
、
日
本
の
学
説
史
か
ら
結
論
し
え
た
。
む
ろ
ん
、

民
法
第
一
条
の
規
定
が
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
く
個
人
対
個
人
の
間
の
権
利
衝
突
の
調
整
の
た
め
に
「
権
利
濫
用
」
が
機
能
し
う
る
ケ
ー
ス
は
現
在

で
も
あ
る
わ
け
で
、
そ
う
し
た
ケ
ー
ス
を
含
め
て
す
べ
て
の
権
利
濫
用
の
ケ
ー
ス
を
、
公
共
の
福
祉
の
実
現
と
い
う
発
想
で
把
え
る
こ
と
に
な
る
と
、

近
代
的
個
人
主
義
的
共
同
生
活
か
ら
く
る
私
権
の
社
会
的
被
制
約
性
を
、
常
に
私
権
本
来
の
公
共
性
の
結
果
と
み
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
私
権
の
私

権
た
る
所
以
さ
え
、
遂
に
は
、
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
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